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6月中に1歳になるお子さんの顔写真等を広報誌に掲載し
ませんか？
6月号に掲載を希望する場合は、写真用紙に印刷した顔写
真（横3㎝×縦4㎝）の裏面に①お子さんの氏名（ふりがな）、
②お住まいの地区名、③性別、④連絡先（電話番号）を記入
の上、5月9日（木）までに政策広報課窓口（土日祝除く）
または郵送にて提出してください。（先着5人）
※提出された写真は返却できませんので、ご了承ください。

　広報いびがわ５月号は改元日（５月１日）前の４月25日発行のため、改元日
以降の日付も現在の元号「平成」を使用しています。
　そのため、改元日以降の日付を「平成」と表示している場合は、「令和」と読
み替えてください。

お
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ら
せ

■特集 いびがわマラソン情報 � 2
■まちの話題 � 4
■生涯学習の広場 � 6
■図書館だより � 7
■キッズコーナー � 8
■健幸にこにこコーナー � 10
■議会だより � 12
■Information Room � 18
■岐阜県からのお知らせ � 26
■窓口だより � 27
■裏表紙 � 28
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第 12回春季全日本小学生女子ソフトボールが開催されました
３月29日～31日まで、全国から48チームが出場し、健康広場他３会場で熱戦が繰り広げられました。

元気いっぱいコーナー もうすぐ１歳（5月生まれ）

北方２区

宮
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あなたも参加しませんか？

インターネット・携帯サイト

http://runnet.jp/
クレジットカード払い、もしくは、コン
ビニエンスストア払いが選べます。
※事前に会員登録（無料）が必要です。

最寄のゆうちょ銀行・郵便局窓口
・専用の郵便振替用紙にて、申込み手数料（500
円）の支払いをしてください。

・抽選後、当選者には、参加料支払い専用の郵便
振替用紙を送付します。

・昨年エントリーの方には、５月上旬に大会要項
と専用の郵便振替用紙をお送りします。

【ご注意】
地元枠専用の郵便振替用紙と一般枠専用の郵便
振替用紙は、様式が違います。
※詳しくは大会ホームページをご覧ください。

いびがわマラソン情報！

今年で32回を迎えるいびがわマラソン。
昨年は、インターネットエントリーが、開始からフ
ル28分、ハーフ18分で定員の 8,500人に達し、
締切りました。
いびがわマラソンは、参加したくてもなかなか参加
できない、全国的に大人気の大会です。町ではこの
いびがわマラソンを、地域活性化はもとより町民の皆
さんのスポーツ振興を目的に開催しています。募集要
項は下記のとおりとなりますので、この機会にぜひご
参加ください！

【地元枠】お申込み概要

　　※揖斐川町に住民登録がある方を対象

申込み期間 ◆ 5/7（火）～5/17（金）
	 ※当日消印有効。期間後は、下記の一般の方の
　　　　　　　  エントリー方法から申込みください。

方　　法 ◆ 専用の郵便振替用紙を記入し、郵便局から申込む
定　　員 ◆ 先着：フル300人　ハーフ500人（いびがわ応援枠全体）
※専用の郵便振替用紙をご希望の方は、役場内マラソン事務局のほか、地
域交流センター、健康広場、各振興事務所にも設置します。昨年エント
リーされた方には、4月末までにお届けします。

大会の概要
日 程 ◆ 11月10日（日）
種 目 ◆ フ　ルマラソン（42.195km）
	 ハーフマラソン（21.0975km）
参加資格 ◆ フ　ル：18歳以上高校生除く
	 　　　　　（５時間45分以内で完走できる人）
	 ハーフ：15歳以上中学生除く
	 　　　　　（２時間45分以内で完走できる人）
コ ー ス ◆ 揖斐川沿いの日本陸上競技連盟公認コース
ゲ ス ト ◆ 高橋尚子さん 西田ひかるさん
	 金哲彦さん 中村優さん ほか
参 加 費 ◆ フル7,000円　ハーフ5,000円
	 （記念品なしは500円引き）

①インターネット申込
　　（ＰＣサイト・携帯サイト）

５/27（月）
20 時から受付開始

■ 定員　フ　ル：6,300人
	 ハーフ：2,300人

③ふるさと納税型クラウドファンディング
　 （いびがわ応援枠エントリー）

5/7（火）～ 8/16（金）　　
※10 万円につき1人エントリー

■ 定員　フ　ル：300人
	 ハーフ：500人
　　　　※いびがわ応援枠

②郵便振替
※当日消印有効

５/27（月）～ ６/7（金）
※当日消印有効

■ 定員　フ　ル：400人
	 ハーフ：200人

申込方法 申込方法

　揖斐川町ホームページのふるさと納税ペー
ジをご覧いただき、寄附受付専用サイトへアク
セスするか、記載された申込方法で寄附金を払
い込んでください。
　入金確認後に、「いびがわマラソン実行委員会
事務局」よりエントリーシートをお送りします。
※ふるさと納税型クラウドファンディングで寄附
金を受け付けています。
寄附10万円の返礼品としてフルまたはハーフ
の出場権を、また1万円、3万円で所定の返礼品
をお渡ししています。

申込方法

いびがわオリジナル企画
自分で記念品が選べます♪

昨年の
デザイン
（参考）

【代走は許されません】
エントリー者の中で本人でない人が走った事例
が数件あります。（※事務局で写真で確認してい
ます）大会では、虚偽の申告や代理出走を固くお
断りしますので、不正のないようお願いします。
★代理出走が発覚した場合、以後のエントリーは
お受けできません。

７月中旬に抽選結果通知

いびがわマラソン情報①
今月の
特集

ランネット

大人気でエントリー困難ですが、
住民の方のためだけの

先行エントリー枠があります！

一般の方のエントリー方法　　※町外の方はこちらになります

先着

先着
先着

抽選

いびがわマラソン2019

19.03.15

:A-1

:A-3

:A-4

:A-2

ふくらはぎサポーター

IBIGAWA MARATHON

IBIGAWA MARATHON

IBIGAWA MARATHON

IBIGAWA MARATHON

IBIGAWA MARATHON
IBIGAWA MARATHON
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▲恋のつり橋　久瀬地域

　 婚 活 情 報
今月の
特集

揖斐
川町
の

婚活
恋のかけ橋ルーム揖斐川町

要 登 録

揖斐川町では、結婚や結婚を前提とした恋愛に関する相談を受け付ける「恋の
かけ橋ルーム」を月に一度、開いています。
相談室では、相談員が親身になって、ご登録いただいた方の相談をお受けします。

お気軽にご相談ください。

『おみサポ』は、県内にあるそれぞれの結
婚相談所の登録者をネットワーク化し、広域
でのマッチングをWebサイトでサポートする
システムです。
恋のかけ橋ルームに登録された方は、『おみ

サポ』へも登録することができます。あわせ
てぜひご活用ください。

■相談日 / 毎月第3日曜日　13:00～16:00

■場　所 / 役場1階 相談室
行事等により日時が変更になる場合は、町ホームページなどでお知らせします。

夜間・休日通用口から
お入りください

開催日

①７/7㈰　9：00～14：00
②8/18㈰　③9/8㈰　④10/6㈰
　9：00～12：30
11/9㈯　  いびがわマラソン前日受付
11/10㈰　いびがわマラソン当日
⑤11/24㈰　9：00～16：00
※できるだけ全日程にご参加ください。

※申込書は、町ホームページよりダウンロードできます！

お申込み
お問い合せ

　マラソンは、体を鍛えなければならず、初心者にはハードルが
高いと思われがちですが、自分のペースで走ることを楽しめる、誰
にでもできるスポーツであり、最近では、世界的なランニングブー
ムとなっています。
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２
月
20
日（
水
）、
三
輪
地
内
の
北
新
町
会

館
に
お
い
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
第
一
城
台
会
と

三
つ
の
サ
ロ
ン（
し
あ
わ
せ
の
会
・
紫
陽
花

の
会
・
花
笑
み
の
会
）
加
入
者
の
皆
さ
ん
に

よ
る
、「
老
人
ク
ラ
ブ
新
地
域
支
援
事
業
懇

談
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
平
成
30
年
度
か

ら
の
取
り
組
み
で
、
高
齢
者
が
共
に
声
を
掛

け
合
っ
て
寄
り
合
い
、
相
互
に
見
守
る
居
場

所
づ
く
り
の
た
め
の
事
業
で
す
。

組
織
の
枠
を
越
え
、
だ
れ
で
も
参
加
し
や

す
い
雰
囲
気
づ
く
り
を
心
が
け
、
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ん
は
、
お
菓
子
を
つ
ま
み
な
が
ら
、

気
さ
く
に
語
り
合
っ
た
り
、
じ
ゃ
ん
け
ん

コ
ー
ナ
ー
で
盛
り
上
が
っ
た
り
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
地
域
福
祉
の
担
い
手

と
し
て
、
今
年
度
も
引
き
続
き
本
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

２
月
27
日（
水
）、
揖
斐
川
町
役
場
で
、
揖

斐
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
福
祉
車
両
等
の

貸
与
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
貸
与
す
る
福
祉
車
両
等
は
、
谷
汲
名

礼
地
区
在
住
の
平ひ
ら

野の

益ま
す

雄お

さ
ん
よ
り
、
町
の

地
域
福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
の
善
意
に

よ
る
ご
寄
付
か
ら
、
リ
フ
ト
バ
ス
１
台
、
送

迎
車
両
１
台
、
手
押
し
車
５
台
を
購
入
し
た

も
の
で
す
。

貸
与
式
で
は
、
富
田
町
長
が「
自
宅
で
生

活
し
て
い
る
住
民
が
よ
り
快
適
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、

こ
れ
ら
の
車
両
を
有
効
活
用
し
、
地
域
福
祉

に
尽
力
し
て
ほ
し
い
。」
と
挨
拶
し
、
揖
斐

川
町
社
会
福
祉
協
議
会
清し

水み
ず

善よ
し

澄ず
み

副
会
長
に

目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
９
日（
土
）、
谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル

で
、
特
別
支
援
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ

れ
、
保
護
者
や
特
別
支
援
に
関
わ
る
機
関
の

職
員
な
ど
、
町
内
外
か
ら
約
１
６
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
今
年
で
11
回
目
を

迎
え
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
途
切
れ
な

く
支
援
し
て
い
く
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て

い
ま
す
。　

今
回
は「
発
達
障
が
い
児
の
こ
こ
ろ
に
寄

り
添
う
支
援
」
を
テ
ー
マ
に
、
滋
賀
大
学
教

育
学
部
教
授
の
芦あ
し

谷た
に

道み
ち

子こ

さ
ん
に
よ
る
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
芦
谷
さ
ん
は
、
発
達

の
特
性
に
合
っ
た
支
援
と
と
も
に
、
対
人
関

係
の
困
難
さ
等
か
ら
生
じ
る
二
次
的
な
問
題

へ
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
話
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
保
護
者
へ
の
支
援
の
重
要
性

に
つ
い
て
話
さ
れ
、
会
場
の
保
護
者
か
ら
の

質
問
や
悩
み
に
寄
り
添
い
回
答
さ
れ
ま
し

た
。

３
月
11
日（
月
）、
揖
斐
郡
消
防
本
部
消
防

長
室
で
、
救
急
救
命
協
力
者
に
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
12
月
29
日（
土
）、
谷
汲
長

瀬
地
内
で
倒
れ
て
い
る
男
性
を
、
神
社
の
年

末
掃
除
を
す
る
た
め
に
集
ま
っ
た
地
元
住
民

が
発
見
し
、
１
１
９
番
通
報
や
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
行
う
な
ど
、
住
民
の
迅
速
な
連
携

の
結
果
、
救
命
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
こ
と

に
対
し
て
、
揖
斐
郡
消
防
組
合
野
原
譲
二
消

防
長
か
ら
贈
呈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
回
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た
方
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

田た

宮み
や　

重し
げ

夫お　

さ
ん

　

國く
に

枝え
だ　

幸さ
ち

子こ　

さ
ん

　

森も
り　
　

一ひ
と

司し　

さ
ん

　

國く
に

枝え
だ　

義よ
し

人ひ
と　

さ
ん

　

府
内
区
民

揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
長
か
ら

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

第
11
回
揖
斐
川
町
特
別
支
援

教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

老
人
ク
ラ
ブ
新
地
域
支
援
事
業
懇
談
会

社
会
福
祉
協
議
会
へ

福
祉
車
両
等
を
貸
与
し
ま
し
た

▲支援の在り方を話す芦谷さん

▲懇談会の様子

▲感謝状を受け取った田宮重夫さん

▲福祉車両等の目録が手渡されました
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３
月
18
日（
月
）、揖
斐
川
町
役
場
公
室
で
、

優
れ
た「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
運
動
の

推
進
に
か
か
る
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け

た
大
和
小
学
校
が
富
田
町
長
に
受
賞
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

大
和
小
学
校
は
、
平
成
24
年
度
か
ら「
食

育
の
推
進
に
よ
る
健
や
か
な
体
づ
く
り
」
を

目
指
し
、
児
童
が
家
庭
・
地
域
と
連
携
し
て
、

「
健
康
貯
金
」
の
取
り
組
み
や「
大
和
ク
ッ
キ

ン
グ
マ
イ
ス
タ
ー
」、「
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
レ

ポ
ー
ト
」
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
食
育
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
大
和
小
学
校
の
継
続
的
な
取

り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
回

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

青
山
校
長
か
ら
報
告
を
受
け
た
富
田
町
長

は
、「
受
賞
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
が
、
ゴ
ー

ル
で
は
無
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
取
り

組
み
を
継
続
し
、
他
校
の
手
本
と
な
っ
て
ほ

し
い
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

３
月
18
日（
月
）、
谷
汲
名
礼
地
区
在
住
の

平ひ
ら

野の

益ま
す

雄お

さ
ん
に
、
富
田
町
長
よ
り
紺
綬
褒

章
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

紺
綬
褒
章
は
、
公
益
の
た
め
に
個
人
で
高

額
の
私
財
を
寄
付
さ
れ
た
方
に
授
与
さ
れ
る

褒
章
で
す
。

平
野
さ
ん
か
ら
は
、
町
の
地
域
福
祉
の
た

め
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
高
額
の
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
寄
付
は
、
福
祉
車
両
の
購
入

や
リ
ハ
ビ
リ
用
機
器
の
購
入
な
ど
に
充
て
ら

れ
、
福
祉
の
充
実
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

富
田
町
長
は
平
野
さ
ん
に
敬
意
と
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

３
月
31
日（
日
）、
粕
川
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
周
辺
の
河
川
敷
で
、
ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
事
業

「
ミ
ズ
カ
ラ
～
春
色
～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

瑞
岩
寺
及
び
市
場
地
内
に
お
け
る
粕
川
の

一
部
区
間
が
美
濃
地
方
で
初
め
て「
都
市
・

地
域
再
生
等
利
用
区
域
」
に
指
定
さ
れ
、
民

間
事
業
者
等
に
よ
る
飲
食
店
・
売
店
な
ど
の

営
業
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
が
可
能
と

な
っ
た
こ
と
で
、
粕
川
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

が
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

今
回
、
ワ
イ
ン
バ
ー
や
軽
食
の
販
売
を
は

じ
め
、
テ
ン
ト
サ
ウ
ナ
の
展
示
や
茶
禅
会
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

訪
れ
た
人
は
、
咲
き
始
め
た
桜
の
木
の
下

で
の
ん
び
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。

な
お
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
い

て
く
だ
さ
い
。

有 料 広 告 欄

有

料

広

告

欄

人
事
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
！

友
好
都
市
提
携
の
取
組
と
し
て
、

２
０
１
２
年
ま
で
行
っ
て
い
た
人
事
交
流

を
今
年
度
か
ら
再
開
し
ま
し
た
。
揖
斐
川

町
、
芽
室
町
の
双
方
か
ら
派
遣
を
行
う
相

互
の
人
事
交
流
と
な
り
ま
す
。

芽
室
町
か
ら
は
中
島
華
子
職
員
が
派
遣

さ
れ
て
い
ま
す
。
北
海
道
と
は
全
く
違
う

土
地
で
の
生
活
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

揖
斐
川
町
の
皆
様
に
は
温
か
く
迎
え
入
れ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

揖
斐
川
町
か
ら
は
、
亀
井
康
平
職
員
が

派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
、
慣
れ

な
い
土
地
で
の
生
活
は
大
変
だ
と
思
い
ま

す
が
、
北
海
道
で
し
か
で
き
な
い
体
験
や

芽
室
町
の
良
い
と
こ
ろ
た
く
さ
ん
味
わ
っ

て
、
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

１
年
間
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！

○
亀
井
さ
ん
コ
メ
ン
ト

今
年
度
か
ら
、
芽
室
町
役
場
へ
派
遣
と

な
り
ま
し
た
亀
井
康
平
で
す
。

当
初
は
環
境
の
違
い
に
戸
惑
い
ま
し
た

が
、少
し
ず
つ
慣
れ
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

芽
室
町
と
の
人
事
交
流
が
再
開
と
な
り
、

そ
の
１
人
目
と
し

て
恥
ず
か
し
く
な

い
よ
う
に
、
北
海

道
で
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

だ
よ
り

芽

室

町

友
好
都
市

粕
川
ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
事
業

「
ミ
ズ
カ
ラ
～
春
色
～
」を
開
催
し
ま
し
た

「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
運
動
の
推
進

に
か
か
る
文
部
科
学
大
臣
表
彰
報
告
会

紺
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た

▲受賞した大和小学校

▲富田町長から褒章を伝達しました
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揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

大
和
公
民
館

《
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
》

◆
日
時　

５
月
6
日（
月
・
休
）

　
　
　
　

8
時
30
分
～

◆
場
所　

大
和
公
民
館
駐
車
場

　
　
　
　

雨
天
中
止

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

北
方
公
民
館

《
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
》

◆
日
時　

５
月
19
日（
日
）
8
時
30
分
～

◆
場
所　

北
方
公
民
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

清
水
公
民
館

《
ふ
れ
あ
い
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
》

◆
日
時　

５
月
18
日（
土
）
9
時
30
分
～

◆
場
所　

市
場
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場

　
　
　
　
　

雨
天　

５
月
19
日（
日
）に
順
延

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

小
島
公
民
館

《
ス
ポ
ー
ツ
大
会「
綱
引
き
＆
玉
入
れ
》

　

◆
日
時　

５
月
19
日
（
日
）
９
時
～

　

◆
場
所　

小
島
小
学
校
体
育
館

公
民
館
活
動

「
む
か
し
話
を
楽
し
む
会
」開
催

３
月
30
日
（
土
）、
当
館
に
あ
る
茅
葺
民

家
で
、「
む
か
し
話
を
楽
し
む
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
人
形
劇
同
好
会
「
パ
ク
パ
ク
」

の
皆
さ
ん
が
、
揖
斐
川
町
に
伝
わ
る
、
む
か

し
話
を
題
材
に
、
紙
芝
居
や
人
形
劇
な
ど
を

上
演
し
、
親
子
連
れ
約
50
名
が
物
語
の
世
界

を
楽
し
み
ま
し
た
。

上
演
後
は
、
古
民
家
の
い
ろ
り
を
囲
ん
で

お
餅
を
焼
き
、
豚
汁
餅
を
全
員
で
味
わ
い
ま

し
た
。

古
文
書
解
読
講
座
の
受
講
者
募
集

崩
し
字
の
成
り
立
ち
か
ら
説
き
起
こ
し
、

そ
の
古
文
書
の
書
か
れ
た
歴
史
背
景
ま
で
を

理
解
し
な
が
ら
、
初
心
者
で
も
基
本
的
な
崩

し
字
が
読
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
古
文
書

解
読
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
場
所　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　

研
修
棟

■
期
間　

５
月
25
日（
土
）～
10
月
5
日（
土
）

■
時
間　

14
時
～
16
時

　
　
　
　

※
毎
月
１
回（
全
６
回
）

【
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　

℡　

２
２

－

５
３
７
３

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
激
励
会

　

大
会
に
出
場
さ
れ
た
団
体
等
の
激
励
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
28
回
東
海
地
域
小
・
中
学
生

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会岐

阜
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｕ
Ｓ

揖
斐
川
中
学
校
１
年

　

宮み
や

下し
た　

野の

の々

子こ

さ
ん

揖
斐
川
中
学
校
２
年

　

児こ

島じ
ま　

梨り

心こ　

さ
ん

北
和
中
学
校
２
年

　

岩い
わ

田た　

奈な

津つ

希き

さ
ん

揖
斐
川
中
学
校
１
年

　

田た
じ

島ま　

葉は

な々　

さ
ん

北
和
中
学
校
１
年

　

岩い
わ

田た　

愛え

理り

菜な

さ
ん

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

第
15
回
都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学
生
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

揖
斐
小
学
校
５
年

　

服は
っ
と
り部　

花か

音の
ん

さ
ん

（
三
輪
）

第
41
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
春
季
水
泳
競
技
大
会
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お問い合せ　　揖斐川図書館  ℡ 22－0219　　谷汲図書館  ℡ 56－3733　　坂内図書館  ℡ 53－3860

子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
本
を
！
と
の
願
い

か
ら
、
こ
ど
も
の
読
書
週
間
は
昭
和
34
年
に

は
じ
ま
り
ま
し
た
。

小
さ
い
と
き
か
ら
本
を
読
む

楽
し
さ
を
知
っ
て
い
る
こ
と
は
、

子
ど
も
が
大
き
く
な
る
た
め
に

と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

こ
ど
も
の
読
書
週
間
の
あ
い

だ
、
図
書
館
や
本
屋
さ
ん
、
学

校
な
ど
で
は
、
読
み
聞
か
せ
や

人
形
劇
な
ど
の
楽
し
い
行
事
が

い
っ
ぱ
い
行
わ
れ
ま
す
。「
こ

ど
も
の
読
書
週
間
」
は
、
大
人
が
本
を
子
ど

も
に
手
わ
た
す
週
間
で
も
あ
る
の
で
す
。

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
は
な
し
会

５
月
の
休
館
日 

毎
週
月
曜
日　

１
日（
水
）・
７
日（
火
）

月
末
整
理
日　

31
日（
金
）

第
60
回
こ
ど
も
の
読
書
週
間

　
４
月
23
日
～
５
月
12
日

揖
斐
川
図
書
館

　
　
　
　
　
　
お
は
な
し
の
へ
や

日
時　

5
月
11
日（
土
）

　
　
　

10
時
30
分
～

「
あ
わ
ぶ
く
か
い
じ
ゅ
う

　
　

モ
ク
モ
ク
だ
い
！
」

エ
プ
ロ
ン

シ
ア
タ
ー

絵
本

「
ふ
し
ぎ
な
た
け
の
こ
」

谷
汲
図
書
館

　
　
　
　
わ
く
わ
く
お
は
な
し
会

　

日
時　

5
月
18
日（
土
）

　
　
　
　

10
時
30
分
～

　

内
容　

お
楽
し
み
に
♪

こどもの読書週間におすすめの本

まっくらな土の中に住んでいるもぐら。どうやって土を
掘るんだろう?　いつ寝て、いつ起きるんだろう?　もぐ
らが掘ったトンネルの中はどうなっているんだろう?　謎
だらけの暮らしを紹介します。

もぐらはすごい
アヤ井 アキコ　著
川田 伸一郎　監修

おすすめの世代：
小学校低学年

どんぐりむらの１がつは、いちねんでいちばんおめでた
いつきです。みんなで、あたらしいとしのはじめをいわい
ます。どんぐりむらの２がつは、いちねんでいちばんさむ
いつきです。かぜをひいたつぶたちがびょういんにやって
きて、おいしゃさんはいそがしくなります…。どんぐりた
ちの、すてきないちねんかんのおはなし。

どんぐりむらの
いちねんかん
なかや みわ　作

おすすめの世代：幼児

他人とのコミュニケーションが苦手
なかえで。私立中学の受験失敗がコン

プレックスの聡
さとし

。自分の中に「化けもの」がいると思いこ
んでいる和

かず

樹
き

。マイナスの感情があふれるとパニックにな
る美

み

咲
さき

…。生きづらさを抱える子どもたちが、自らの個性
とともに生きる楽しさに気づいていくお話。

となりの火星人
工藤 純子　著

おすすめの世代：
小学校高学年

大根はエライ。でも、ちっともエ
ラそうには見えない。一年じゅう

売っていて、安いからかな。大きくて重いけれど、水っぽ
くて、どこを切っても、まっ白だからかな。人間にたとえ
ると、まじめでおとなしい感じ。でもこの大根くん、日本
の食べ物の世界では、大いそがしの大

だい

活
かつ

躍
やく

をしていて…。

大根はエライ
久住 昌之　文・絵

おすすめの世代：
小学校中学年

小説映画ドラえもん
のび太の月面探査記
藤子・F・不二雄原作
辻村 深月著

おすすめの世代：
一般（ドラえもんを見て育った人たち）

ドラえもんのひみつ道具を使って、月の裏側に
ウサギ王国を作ることに。
そんなある日、のび太のクラスに謎の転校生が

やってきて…。
2019年3月公開の同名映画の脚本を手がけ

た辻村深月が、自ら書き下ろした長編。

このページの図書紹介文は㈱図書館流通センターの新刊全点案内より引用しています。



2019.5 Public Information IBIGAWA 8

～子育て支援センターには
楽しいことがいっぱい～

◎森のおさんぽ会
会場　谷汲名礼　緑地公園
日時　５月10日（金）
　　　９：45 ～ 11：30
公園内散策（自然見つけ）を
しながら、子育ての悩みや
不安など職員と気軽に話し
ましょう。

日 月 火 水 木 金 土
1
即位の日

2
国民の休日

3
憲法記念日

4
みどりの日

5
こどもの日

6
振り替え休日

7
♪りんご交流

8
♪さくらんぼ交流

9
発育測定

10
♪森のおさんぽ会

11 

12
健康福祉フェア

13 14
♪おやつ指導

15
★出前保育
　揖斐公民館

16
♪いちご交流

17 18
開館日

19 20
ベビーマッサージ

21
歯磨き指導

22
出前保育
くぜ幼児園

23 24
♥あそびのひろば
ママのバドミントン大会

25

26 27 28
子育てと仕事の両
立をしたい方のた
めのハローワーク

29
★出前保育
　北方公民館

30 31
♥お話ルーム

（人形劇同好会パクパク）
♪５月生まれのお誕生会

☆子育て支援センターは、子ども（０～18歳未満）の
　あらゆる相談窓口です。
＊一人で悩んでいないで気軽にご相談ください。

【５月の活動予定】

揖斐川
揖斐川町南方193　℡ 23-1136
開館日　月曜日～金曜日・第３土曜日
　　　　9：00～ 16：00

◎おやつ指導（食生活改善
　連絡協議会栄養士による）
会場　支援センター
　　　ショコラルーム
日時　5月14日（火）
　　　10：30 ～11：30
人形を使った寸劇で、食の大切
さを教えていただきます。

◎出前保育
日時・会場
　5月15日（水）揖斐公民館
　5月29日（水）北方公民館
　9：30～ 11：30
晴天時：地域散策
雨天時：室内でリズムあそびや

制作遊びを行います。
※子育ての悩みや不安など職
員と気軽に話しましょう。

◎歯磨き指導　
会場　支援センター
　　　ショコラルーム
日時　5月21日（火）
　　　10：30 ～11：30
歯科衛生士さんより、お
子さんの『歯』育て術を教
えていただきます。

◎出前保育
会場　くぜ幼児園
日時　5月22日（水）
　　　9：30 ～11：30
久瀬地域の未就園児と園児
とのふれ合いあそびを予定
しています。

◎揖斐幼稚園　開放日
　5月15日（水）
　♪幼稚園へ申込みください。
　　　　　　　　　　　（当日可）
　℡２２－６００８
◎町内の幼児園　なかよしタイム
　毎月第２・第４水曜日

◎あそびのひろば
　ママのバトミントン大会
会場　晴れ　支援センター運動場
　　　雨　　室内ホール
日時　5月24日（金）
　　　10：30 ～11：30
バトミントンで体を動かしリフ
レッシュしましょう。

◎子育てと仕事の両立をしたい
　方のハローワーク（☎予約可）
会場　支援センター
日時　5月28日（火）
　　　10：00 ～12：00
子育てしながら再就職や新たな仕
事を考えている方に、ハローワー
ク大垣マザーズコーナーの職員が
予約制で個別に話しを伺います。

◎お話ルーム･誕生会　
会場　支援センター
　　　ショコラルーム
日時　5月31日（金）
10：30 ～　人形劇同好会

パクパクの楽し
いお話会です。

11：00 ～　5月誕生児のお
祝いをします。

・行事の申込みは、前月の中頃より実施日前日まで、揖斐川子育
て支援センターで受付けています。（電話予約不可）
♥は要申込み　♪は要申込みで人数制限があります。
★は、地域外の方も参加できます。
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●
も
っ
と
お
か
わ
り
し
た
～
い

～
く
ぜ
幼
児
園
～

　

く
ぜ
幼
児
園
で
は
、
自
園
で
育
て
た
作
物
を

使
っ
て
チ
ャ
イ
ル
ド
ク
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
い
び
川
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、

も
み
ま
き
か
ら
稲
刈
り
、
も
み
す
り
ま
で
自
分

た
ち
で
行
い
収
穫
し
た
お
米
で
、
五
平
餅
を
作

り
ま
し
た
。
作
り
方
は
、
久
瀬
地
域
の
方
に
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

も
ち
米
を
混
ぜ
た
炊
き
立
て
の
ご
飯
を
す
り

こ
ぎ
で
つ
い
て
潰
す
の
で
す
が
、
粘
り
の
強
さ

か
ら
す
り
こ
ぎ
が
な
か
な
か
離
れ
ず
、
全
身
の

力
を
使
っ
て
持
ち
上
げ
て
つ
き
ま
し
た
。「
う

わ
ぁ
～
お
も
た
い
」
と
言
い
な
が
ら
も
「
だ
ん

だ
ん
お
も
ち
み
た
い
に
な
っ
て
き
た
よ
」
と
お

米
が
変
化
し
て
い
く
様
子
に
興
奮
し
な
が
ら
、

ど
の
子
も
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

地
域
の
方
手
作
り
の
特
製
タ
レ
を
つ
け
て
食
べ

る
と
「
お
い
し
い
！
」「
も
っ
と
お
か
わ
り
し
た

～
い
」
と
一
升
の
お
米
を
あ
っ
と
い
う
間
に
食

べ
き
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
方
々
と
関
わ
り
を
持
っ
て
の
菜
園
活

動
や
調
理
活
動
を
通
じ
、
食
べ
物
の
大
切
さ
や

人
と
の
関
わ
り
の
温
か
さ
を
感
じ
取
り
、
豊
か

な
心
が
育
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

センターの行事や環境整備のお手伝いをしていただけるボランティアさんを募集しています。℡２３－１１３６

◎年齢児別交流に参加しませんか
りんご交流	 Ｈ29，4，1生まれ以上
いちご交流	 Ｈ29，4，2～Ｈ30，4，1生まれ児
さくらんぼ交流	 Ｈ30，4，2～Ｈ31，4，1生まれ児
ひよこ交流	 Ｈ31，4，2～生まれ児と妊婦さん（プレパパ　プレママ）
　同年齢の親子の交流に参加してみませんか。手あそびや短時間でできる制作あそび、絵本の読み聞かせなどをし
ます。子育て親子さんと一緒に楽しくすごしましょう。子育て育児相談など、職員や他のお母さんと気軽に話しを
しながら情報交換できる場所です。皆さんの参加をお待ちしています。

※揖斐川子育て支援センターは、子育て中のお父さん
お母さん、妊婦さん、おじいさん・おばあさん、子
育てが一段落した先輩ママさんなど、どなたでもき
ていただける場所です。気軽にお出かけください。

※詳細は毎月発行しているピッコロだより、支援センター
ホームページでご確認ください。
◇ホームページ　
　揖斐川町（幼児園含）http://www.town.ibigawa.gifu.jp/
　揖斐幼稚園　　　　 http://www.ibi-youchien.ed.jp/

プレパパ　プレママへ（プレ＝前）
　子育て支援センターは
・園のことなど産前に知っておくと安心な、地域の子育て情
報があります。
・気軽に立ち寄って自由にあそべる、広い場所があります。
・パパやママのための講座があります。
・話しを聞いてくれる職員がいて、子育てについての相談が
できます。
　ご利用ください

利用者の声
～センター利用前～
・子育てをしている親と知り合いたかった。
・大人と日常の会話をしたり、子育ての悩

みや不安を話せる人が欲しかった。

～支援センターを利用して～
・子育てをしている親と知り合えた。
・子育ての悩みや不安を話せる人ができた。
・ネットではわからない生の声が聞けた。

未就園児で満3歳のお子さんを対象に、お母さんから離れて友達や保育士と遊ぶ体験をする小集団教室です。
（ピッコロ　揖斐川町ホームページなどでお知らせします）

ね ら い　◎親から離れ、子ども同士で遊ぶ経験をする。
　　　　　◎親と共に子どもの成長・発達について考える。
対 象 児　満3歳　　１教室定員6人(揖斐川町在住のお子さん対象)
実 施 日　2020年1月～ 3月予定
　　　　　9時30分～ 10時30分　
　　　　　実施回数　１教室8回　
場 所　揖斐川子育て支援センター・ショコラルーム

アップルキッズ（小集団教室）は2020年 1月より実施します！
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～『若い』からこそ、生活習慣病の予防をはじめませんか？～
　揖斐川町では、19歳～39歳の健康診断を受ける機会のない方を対象にヤング健康診査を実施します。
　「若いから大丈夫」と思っていても、実は生活習慣病の芽が隠れているかもしれません。
　ぜひ、この機会に健康診査を受けて、病気の発症予防と早期発見に繋げましょう！

月　日 受付時間 場　所 対 象 者
５月３１日（金）

9：00～ 12：00
揖斐川

保健センター 揖斐川町に住所を有する
19～39歳の方

６月　５日（水）
６月１０日（月）
６月２２日（土）

※５月31日、６月５日、６月10日はボランティアによる託児を利用できます。
　託児を希望の方は揖斐川保健センター（☎２３－１５１１）へ事前にご連絡ください。
☆料　　金：500円
☆健診内容：問診、身体計測（身長・体重・腹囲）、血圧測定、尿検査（蛋白・糖・潜血）、
　　　　　　血液検査（肝機能・脂質・クレアチニン・尿酸・ヘモグロビンＡ１ｃ・貧血）
＊平成30年度にヤング健康診査を受診された方、受診希望を出されている方には、受診票を送付します。
＊受診日・予約時間のご都合の悪い方は、変更の連絡をお願いします。
＊女性で生理中の方は、尿検査が出来ません。後日、揖斐川保健センターで実施します。
＊健診受診日は、朝食を食べないでください。
＊健診前日の、暴飲暴食は避けてください。
＊健診を受けられた方全員に、後日、個別での結果説明を実施します。時間は30分程です。

風しん抗体検査・予防接種についてのお知らせ
　国の風しん追加的対策により、2022年3月31日までの3年間に限り、下記の対象者は、風しん抗体検査・予防
接種を公費で受けることができます。対象者の方には、3年間の間にクーポン券をお届けしますので、抗体検査を
受けていただき、抗体検査の結果、十分な量の抗体がない方は、定期接種の対象となります。

対象者：昭和37年4月2日から昭和54年4月1日の間に生まれた男性
＊公的な予防接種を受ける機会がなく、抗体保有率が他の世代に比べて低く(約80％ )なっています。
・2019年度は昭和47年4月2日から昭和54年4月1日の間に生まれた男性にクーポン券を発送します。
・昭和37年4月2日から昭和47年4月1日の間に生まれた男性で、2019年度に風しんの抗体検査・予防接種
を希望される方は、揖斐川保健センターまで申し出てください。

健幸ポイント
対象事業です♪

2019年度　ヤング健康診査のご案内

☆健診日程：

【お問い合せ・ご予約】　揖斐川保健センター　℡23-1511

≪H30　ヤング健康診査　結果≫

「揖斐川町子育て世代包括支援センター」開設
　4月1日から揖斐川町保健センター内に「揖斐川町子育て世代包括支援センター」を開設しました。妊娠期から子
育て期の悩みや不安等に対し、保健師・助産師等の専門知識を持ったスタッフが、幅広く相談をお受けし、解決策を
一緒に考えます。ぜひ、お気軽にご利用ください。揖斐川町での「のびのび子育て」を応援します。

⇒受診者の結果を見ると、若くても健診結果に異常がある人が多いという事がわかります。

1年に1度は健診を受けて、自分の健康状態を確認しましょう！
★お申込みは、揖斐川保健センターまで　TEL：２３－１５１１
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平成30年度　健康にこにこ運動のご参加、ありがとうございました！

【テ ー マ】　熱中症対策
【開催日時】　５月21日（火）14時～15時30分
【開催場所】　メディカルケアセンターＩＢ会議室
【内　　容】　講話、クイズ、ポールストレッチ、
　　　　　　夏バテ防止の試食等

【定　　員】　25名

『健康セミナー』の開催

みんなで実践する健康づくり、今回もたくさんの方に参加していただきました。
実施期間　平成30年9月1日～平成31年1月31日　参加延べ人数　　485人
参加者数　142人（男性39人、女性101人、匿名2人）　参加者平均年齢…69.9歳（参加者最高年齢90歳）

継続して挑戦し、5回（＝5か月間）以上達成された方は、次の90人です。
（50音順、了解の方のみ掲載）

5回達成者

＜北方＞参加者13人、延べ参加者58人、達成者8人
今
いま

西
にし

　範
のり

美
み

さん、河
かわ

瀬
せ

　九
つ

十
く

九
も

さん、河
かわ

瀬
せ

　洋
よう

子
こ

さん、廣
ひろ

瀨
せ

　勲
いさお

さん　ほか4人

＜大和＞参加者29人、延べ参加者64人、達成者20人
清
し

水
みず

　善
よし

澄
ずみ

さん、林
はやし

　孝
たか

子
こ

さん、林
はやし

　光
みつ

男
お

さん、細
ほそ

野
の

　やゑのさん、細
ほそ

野
の

　行
ゆき

男
お

さん、宮
みや

川
がわ

　金
きん

藏
ぞう

さん　ほか23人

＜揖斐＞参加者3人、延べ参加者12人、達成者1人
＜清水＞参加者13人、延べ参加者61人、達成者11人
浅
あさ

野
の

　千
ち

穂
ほ

子
こ

さん、加
か

藤
とう

　美
み

代
よ

子
こ

さん、加
か

藤
とう

　忠
ただ

裕
ひろ

さん、井
い

川
かわ

　勝
かつ

利
とし

さん、井
い

川
かわ

　純
すみ

代
よ

さん、武
たけ

富
とみ

　保
たもつ

さん、
武
たけ

富
とみ

　洋
よう

子
こ

さん　ほか4人

＜脛永＞参加者15人、延べ参加者52人、達成者7人
田
た

中
なか

　きよみさん、波
は

賀
が

野
の

　千
ち

惠
え

子
こ

さん、山
やま

﨑
ざき

　克
かつ

枝
え

さん　ほか12人

＜小島＞参加者16人、延べ参加者70人、達成者13人
小
お

川
がわ

さん（男性）、小
お

川
がわ

さん(女性)、窪
くぼ

田
た

　好
よし

史
のぶ

さん、窪
くぼ

田
た

　清
きよ

子
こ

さん、立
つい

木
き

　ひさのさん、馬
ば

場
ば

　好
よし

美
み

さん、
内
ない

藤
とう

　真
ま

澄
すみ

さん　ほか6人

＜谷汲＞参加者29人、延べ参加者65人、達成者6人
大
おお

口
くち

　徹
とおる

さん、北
きた

野
の

　あけみさん、神
こう

山
やま

　靜
しず

馬
ま

さん、神
こう

山
やま

　ハナ子
こ

さん、中
なか

村
むら

　憲
けん

治
じ

さん、中
なか

村
むら

　治
はる

男
お

さん

＜春日＞参加者15人、延べ参加者66人、達成者10人
加
か

藤
とう

　佐
さ

登
と

さん、田
た

中
なか

　礼
れい

雄
お

さん、藤
ふじ

原
はら

　ゆりさん、山
やま

村
むら

　悦
えつ

子
こ

さん　ほか6人

＜久瀬＞参加者9人、延べ参加者37人、達成者5人
髙
たか

橋
はし

　いよ子
こ

さん　ほか4人

今年も揖斐川町では、健康にこにこ運動を開催予定です。
皆さん、健康づくりのために参加してみませんか？

喫煙が健康に与える影響は大きく、受動喫煙の危険性やニコチンの依存性を踏まえると、喫煙習慣は個人の嗜好にとどまらな
い健康問題になっています。
揖斐川保健センターでは、保健師による禁煙支援を行っています。
禁煙を迷っている方や考えている方は、ぜひ一度、保健センターまでご相談ください。

【お問い合せ】 揖斐川保健センター　(℡：２３－１５１１)

　5月31日は、「世界禁煙デー」です。5月31日～6月6日は禁煙週間。

【参 加 費】　無料　　　　　　　　　
【受付期限】　５月20日（月）
【申込み・お問い合せ】 クリニックＩＢ（アイビー）
　　　　　　　　　　 ℡２２- ０１１２

【受付時間】　８時30分～18時　水・日・祝日休み
　　　　　　担当　黒川

健幸ポイント
対象事業です♪
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平成31年第２回揖斐川町議会定例会が、２月28日から３月８日までの９日間の会期で開催されまし
た。
２月28日の定例会初日には、平成31年４月号に掲載のとおり、議長ならびに副議長の選挙が行われ
ました。続いて町長から、平成31年度予算案をはじめとする50議案の提案説明が行われました。この
うち３議案が可決・同意され、残る議案の審査は各委員会に付託されました。
３月１日には総務文教常任委員会ならびに民生建設常任委員会、４日には議員全員で構成する予算
特別委員会がそれぞれ開催され、付託された議案等の審査が行われました。
７日の定例会２日目には、４名の議員が一般質問を行いました。
８日の定例会最終日には、付託された議案の審査結果について各委員長から報告され、質疑・討論・
採決が行われました。また、同日に町長から提出された監査委員の選任、平成30年度補正予算案、工
事請負契約の締結にかかる５議案についても審議され、すべての議案が原案どおり可決・同意されま
した。
本定例会に提出された案件の主な内容、また一般質問および答弁の要旨は次のとおりです。

条
例
案
件

 

○
揖
斐
川
町
内
部
組
織
設
置
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
新
た
な
組
織
と

し
て
事
務
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
所
要

の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法

律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

○
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
施
行
令
に
お
い
て
課
税
限
度
額

の
引
上
げ
等
の
改
訂
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

揖
斐
川
町
森
林
整
備
促
進
事
業
基
金
を
設

置
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
教
育
交
流
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

○
揖
斐
川
町
交
流
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
制
定

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
新
た
な
組
織
と

し
て
事
務
事
業
の
実
施
と
、
現
在
の
揖
斐

川
町
教
育
交
流
施
設
の
管
理
運
営
の
実
態

を
鑑
み
、
現
在
の
条
例
を
廃
止
し
、
新
た

に
本
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
谷
汲
ジ
ビ
エ
加
工
処
理
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

谷
汲
ジ
ビ
エ
解
体
処
理
施
設
を
設
置
す
る

た
め
、
新
た
に
本
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。

○
揖
斐
川
町
小
水
力
発
電
所
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
新
た
に
１
施
設

稼
動
す
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

予
算
案
件

　
平
成
31
年
度
一
般
会
計
及
び
21
特
別
会
計

の
予
算
と
１
企
業
会
計
の
予
算
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

（
詳
細
は
４
月
号
に
掲
載
の「
平
成
31
年
度

揖
斐
川
町
当
初
予
算
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
６
号
）

補
正
額　４

億
３
３
７
０
万
７
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額

　
　

１
４
７
億
６
７
７
６
万
円

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補
正
額　

２
０
８
７
万
３
０
０
０
円
減
額

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　

３
億
１
５
７
２
万
７
０
０
０
円

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
直

診
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補
正
額　
　
　
　
　
　

６
０
０
万
円
減
額

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　
　
　

８
２
９
０
万
円

第２回揖斐川町議会 定例会

議 会 だ よ り
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○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
脛
永
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補
正
額　
　
　
　
　
　

４
４
０
万
円
減
額

補
正
後
予
算
額

３
３
６
０
万
円

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

歳
出
科
目
間
の
増
減
の
た
め
、
予
算
額
の

増
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
北
部
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

補
正
額　
　
　
　
　
　

５
９
０
万
円
減
額

補
正
後
予
算
額

１
億
３
４
８
６
万
４
０
０
０
円

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

歳
出
科
目
間
の
増
減
の
た
め
、
予
算
額
の

増
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

補
正
額　
　
　
　
　
　

１
６
０
万
円
減
額

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　

５
億
２
２
７
９
万
３
０
０
０
円

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
個
別
排
水
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補
正
額　
　

５
４
５
万
４
０
０
０
円
減
額

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　
　

１
億
１
８
４
万
６
０
０
０
円

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
杉
原
地
域
土
地
取

得
等
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補
正
額　
　
　
　
　
　

１
１
４
万
円
減
額

補
正
後
予
算
額　

　
　
　
　

１
６
６
万
円

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
徳
山
ダ
ム
上
流
域

公
有
地
化
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補
正
額　４

億
１
４
３
１
万
７
０
０
０
円
減
額

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　
　

１
億
６
８
万
３
０
０
０
円

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
地
域
情
報
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補
正
額　
　
　
　
　
　

５
９
１
万
円
減
額

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
１
９
２
９
万
円

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
小
水
力
発
電
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補
正
額　

１
１
５
３
万
５
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　
　

４
７
４
３
万
５
０
０
０
円

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
７
号
）

補
正
額　

１
６
７
万
２
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額

　
　

１
４
７
億
６
９
４
３
万
２
０
０
０
円

人
事
案
件

　

各
種
委
員
、
議
員
の
選
任
、
任
命
な
ら
び

に
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
監
査
委
員（
議
会
選
出
）

大
久
保 

為
芳
議
員

○
人
権
擁
護
委
員

六
ツ
名 

律
子
さ
ん（
谷
汲
名
礼
）

山
口 

正
代
さ
ん（
坂
内
坂
本
）

○
教
育
委
員
会
委
員

小
林 

直
樹
さ
ん（
岐
阜
市
）

○
北
方
財
産
区
管
理
委
員

井
川 

幸
夫
さ
ん

松
浦 

勲
さ
ん

宗
宮 

浩
二
さ
ん

折
戸 

孝
行
さ
ん

加
藤 

正
嗣
さ
ん

河
瀬 

治
光
さ
ん

細
野 

剛
さ
ん

○
揖
斐
川
水
防
事
務
組
合
議
会
議
員

栗
田 

昭
行
さ
ん（
北
方
）

椿
井 

昭
二
さ
ん（
三
輪
）

高
橋 

典
男
さ
ん（
脛
永
）

富
田 

和
弘
さ
ん（
房
島
）

○
消
防
委
員
会
委
員（
議
会
選
出
）

高
橋 

元
之
議
員

村
瀬 

三
郎
議
員

宇
佐
美 

直
道
議
員

大
西 

政
美
議
員

岡
部 

栄
一
議
員

岩
間 

誠
議
員

○
揖
斐
広
域
連
合
議
会
議
員

杉
本　

一
義
議
員

○
揖
斐
郡
養
基
小
学
校
、
養
基
保
育
所
組
合

議
会
議
員

岡
部 

栄
一
議
員

岩
間 

誠
議
員

そ
の
他
の
案
件

○
揖
斐
川
町
介
護
予
防
拠
点
施
設
し
ず
や
ま

の
指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

社
会
福
祉
法
人
樹
心
会

指
定
の
期
間　

平
成
31
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

平
成
32
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
総
合
営
農
指
導
拠
点
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

い
び
川
農
業
協
同
組
合

指
定
の
期
間　

平
成
31
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

平
成
36
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
坂
内
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

い
び
川
農
業
協
同
組
合

指
定
の
期
間　

平
成
31
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

平
成
34
年
３
月
31
日

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

揖
斐
川
中
学
校
空
調
設
備
整
備
工
事

契
約
金
額　
　

９
１
６
３
万
８
０
０
０
円

契
約
の
相
手
方　
　

末
永
電
気
株
式
会
社

北
和
中
学
校
空
調
設
備
整
備
工
事

契
約
金
額　
　

５
８
１
０
万
４
０
０
０
円

契
約
の
相
手
方

　
　
　
　

林
工
業
株
式
会
社
揖
斐
川
本
店

谷
汲
中
学
校
空
調
設
備
整
備
工
事

契
約
金
額　
　
　
　
　
　

５
４
５
４
万
円

契
約
の
相
手
方　

株
式
会
社
松
岡
電
気
商
会
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長
い
休
日
が
続
く
中
、
各
企
業
の
営
業
形

態
は
様
々
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

今
回
は
特
別
な
措
置
と
し
て
、
期
日
を
決
め

て
土
曜
保
育
同
様
に
希
望
保
育
を
開
設
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
診
療
所
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
揖

斐
郡
医
師
会
に
よ
る
休
日
在
宅
当
番
医
制
度

が
あ
る
こ
と
や
、
町
内
の
15
医
療
機
関
の
う

ち
、
７
医
療
機
関
に
つ
い
て
、
数
日
の
診
療

を
予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
の
診
療
所

を
開
設
す
る
予
定
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
10
連
休
中
の
医
療
機
関
の
開
設
状

況
は
、
町
広
報
誌
お
よ
び
い
び
が
わ
チ
ャ
ン

ネ
ル
文
字
放
送
に
お
い
て
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
周
知
し
て
い
く
予
定
で
す
。

 

宇
佐
美　
直
道 

議
員

揖
斐
地
区
東
部
の
活
性
化
に
つ
い
て

　

揖
斐
地
区
東
部
は
、
か
つ
て
は
揖
斐
地
区

の
東
玄
関
と
称
さ
れ
て
名
鉄
本
揖
斐
駅
の
利

用
客
を
中
心
に
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た

が
、
名
鉄
廃
線
後
は
地
盤
沈
下
が
進
み
、
地

域
内
に
あ
っ
た
中
堅
ス
ー
パ
ー
の
揖
斐
店
も

去
る
１
月
14
日
を
も
っ
て
閉
店
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
ス
ー
パ
ー
は
近
隣
の
住
民
、
特
に

買
物
弱
者
と
言
わ
れ
る
高
齢
者
を
中
心
に
車

を
使
わ
ず
に
買
い
物
に
行
け
る
お
店
と
し
て

貴
重
な
存
在
で
し
た
。
住
民
か
ら
は
今
後
の

買
い
物
に
つ
い
て
戸
惑
い
の
声
が
多
数
挙

が
っ
て
い
ま
す
。

　

建
物
は
老
朽
化
の
た
め
取
り
壊
さ
れ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
場
合
、
建
物
敷
地
と

北
側
に
隣
接
す
る
駐
車
場
を
合
わ
せ
た
面
積

は
約
２
千
坪
と
な
り
、
周
囲
の
空
き
地
、
国

道
を
隔
て
た
向
か
い
側
の
町
営
駐
車
場
を
含

た
め
、
町
単
独
で
予
防
接
種
の
助
成
金
の
考

え
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

住
民
福
祉
部
長

　

風
し
ん
対
策
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
８
月

に
厚
生
労
働
省
か
ら
全
国
的
な
風
し
ん
感
染

拡
大
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
注
意
喚
起
が
あ

り
、
町
と
し
て
は
、
９
月
よ
り
町
広
報
誌
、

い
び
が
わ
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
る
文
字
放
送
、

各
施
設
へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
等
に
よ
り
啓
発

を
し
て
い
ま
す
。

　

県
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
妊
娠
を
希

望
す
る
女
性
や
十
分
な
免
疫
を
持
っ
て
い
な

い
妊
婦
と
同
居
す
る
方
を
対
象
に
、
風
し
ん

抗
体
検
査
を
無
料
で
実
施
し
て
お
り
、
更
に

昨
年
12
月
か
ら
抗
体
保
有
率
の
低
い
30
歳
以

上
60
歳
未
満
の
男
性
に
対
し
て
も
風
し
ん
抗

体
検
査
が
無
料
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の

事
に
つ
い
て
も
併
せ
て
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の

周
知
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
検
査
で
抗
体
の
な
い
方
は
、
風
し
ん

に
感
染
す
る
可
能
性
が
高
い
た
め
、
有
効
な

予
防
法
と
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
勧
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
で
は
、
妊
娠
を
希
望

す
る
平
成
２
年
４
月
１
日
よ
り
以
前
に
生
ま

れ
た
女
性
と
、
風
し
ん
の
抗
体
が
な
い
妊
婦

の
夫
に
対
し
て
無
料
で
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
４
月
１
日
の
予
防
接
種
法
施
行
令
の

改
正
に
よ
り
、
２
０
２
２
年
３
月
末
ま
で
の

３
年
間
に
お
い
て
、
昭
和
37
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
が
、

風
し
ん
予
防
接
種
の
定
期
接
種
対
象
と
な
る

こ
と
か
ら
、
町
と
し
て
は
、
こ
の
年
代
の
男

性
に
対
し
て
抗
体
検
査
お
よ
び
風
し
ん
予
防

接
種
の
案
内
を
個
別
に
通
知
し
、
抗
体
検
査

と
風
し
ん
予
防
接
種
の
必
要
性
を
啓
蒙
し
、

受
診
勧
奨
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
そ
の
他
の
世
代
の
対
応
に
つ
い
て
、

国
の
調
査
で
は
、
幼
児
期
か
ら
38
歳
ま
で
は
抗

体
保
有
率
が
高
い
状
況
で
あ
り
、
抗
体
検
査
や

予
防
接
種
に
対
す
る
助
成
を
行
う
予
定
は
現

在
の
所
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
感
染
状
況
に

よ
り
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
井　
豊
司 

議
員

皇
位
継
承
に
伴
う
10
連
休
中
の
幼
児
園
、
診

療
所
の
体
制
に
つ
い
て

　

今
年
４
月
27
日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
は
皇

位
継
承
に
伴
い
10
連
休
中
と
な
る
企
業
が
多

い
の
で
す
が
、
こ
の
間
、
町
の
幼
児
園
の
休

み
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

住
民
の
中
に
は
職
種
に
よ
っ
て
休
め
な
い

人
も
あ
り
、
共
稼
ぎ
、
一
人
親
世
帯
で
は
子

供
の
預
け
入
れ
先
に
困
る
方
が
出
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
町
と
し
て
は
何
か
お
考
え
で

し
ょ
う
か
。

　

併
せ
て
、
町
立
の
診
療
所
の
運
営
は
ど
う

な
る
の
で
し
ょ
う
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

住
民
福
祉
部
長

　

本
年
４
月
27
日
土
曜
日
か
ら
５
月
６
日
月

曜
日
は
、
国
民
の
祝
日
等
に
よ
り
土
曜
日
、

日
曜
日
を
含
め
10
連
休
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
間
の
幼
児
園
運
営
に
つ
い
て
は
、
町
立

保
育
所
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
規
則
に

よ
り
、休
業
日
と
な
り
ま
す
が
、町
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
土
曜
日
に
つ
い
て
、
保
護
者
の
就

業
状
況
に
よ
り
、
希
望
者
を
募
り
保
育
を
実

施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
４
月
27
日
に
つ
い
て

は
、
土
曜
保
育
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

ここが聞きたい
一般質問

議員４名が町政を問う

本定例会の一般質問の要旨をお知
らせします。（紙面の都合上、質問
及び答弁は要約しています。）

平
井　
豊
司 

議
員

風
し
ん
対
策
に
つ
い
て

　

最
近
、
報
道
機
関
で
盛
ん
に
風
し
ん
に
よ
る

感
染
症
の
こ
と
に
つ
い
て
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

風
し
ん
に
妊
婦
が
感
染
す
る
と
、
新
生
児

が
難
聴
や
白
内
障
に
な
る
確
立
が
高
く
な
り

ま
す
。
風
し
ん
の
感
染
力
は
非
常
に
強
く
、

感
染
拡
大
防
止
に
は
、
よ
り
多
く
の
人
が
抗

体
を
持
つ
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
特
に

定
期
予
防
接
種
の
機
会
が
な
か
っ
た
昭
和
37

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
男
性
は
抗
体
保
有
率
が
79
・
８
％
と
低

い
の
で
、
こ
の
39
歳
か
ら
56
歳
の
男
性
は
今

年
４
月
か
ら
３
年
間
無
料
で
抗
体
検
査
を
受

け
、
も
し
抗
体
が
十
分
で
な
か
っ
た
ら
、
無

料
で
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
ず
は
こ
の
世
代
に
抗
体
検
査
を
受
け
て
も

ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
私
の
経
営
す
る
会

社
で
も
こ
の
世
代
の
該
当
者
が
い
な
い
か
調

べ
、
も
し
居
た
ら
積
極
的
に
検
査
を
受
け
て

も
ら
う
よ
う
啓
蒙
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

風
し
ん
対
策
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
は
ど

の
よ
う
に
啓
蒙
さ
れ
る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
世
代
に
も
感
染
予
防
の

た
め
に
予
防
接
種
の
積
極
的
な
受
診
を
促
す
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宇
佐
美　
直
道 

議
員

路
線
定
期
型
バ
ス
の
日
中
運
行
及
び
土
日
の

運
行
体
制
維
持
に
つ
い
て

　

本
年
10
月
か
ら
実
施
が
検
討
さ
れ
て
い
る

現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
替
わ
る
新
た

な
バ
ス
運
行
体
系
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
議

会
や
区
長
会
で
揖
斐
川
町
バ
ス
運
行
再
構
築

と
し
て
具
体
的
な
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
バ
ス
運
行
体
系
の
特
色
は
、
予
約
方

式
の
デ
マ
ン
ド
型
と
、
決
め
ら
れ
た
コ
ー
ス

を
定
時
に
運
行
す
る
路
線
定
期
型
と
が
併
用

さ
れ
る
こ
と
で
す
。

　

デ
マ
ン
ド
型
に
つ
い
て
は
、
電
話
予
約
に

よ
り
居
住
地
区
の
停
留
所
ま
で
車
両
が
迎
え

に
来
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
、
予
約
す
る
手

間
は
か
か
る
も
の
の
、
今
ま
で
よ
り
住
民
に

と
っ
て
便
利
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
現
在
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
と
同
じ
タ
イ
プ
の
路
線
定
期
型

バ
ス
の
運
行
に
関
す
る
説
明
の
中
で
は
、
次

の
よ
う
な
問
題
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

路
線
定
期
型
バ
ス
は
、
平
日
、
朝
夕
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
等
を
除
け
ば
、
日
中
は
ほ
と
ん

ど
運
行
し
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

関
し
て
は
、人
口
２
万
１
千
人
規
模
の
町
で
、

日
中
ほ
と
ん
ど
定
期
の
路
線
バ
ス
が
動
い
て

い
な
い
の
は
異
常
な
状
態
で
す
。
養
老
鉄
道

を
利
用
し
て
揖
斐
駅
で
降
り
て
も
、
日
中
は

何
の
公
共
交
通
手
段
が
な
け
れ
ば
町
外
の

方
々
に
は
た
い
へ
ん
不
便
な
町
と
い
う
悪
い

印
象
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
し
、
町
内
へ
の

影
響
を
考
え
れ
ば
、
人
口
の
流
出
に
拍
車
を

掛
け
る
要
因
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
や
は
り

揖
斐
駅
か
ら
谷
汲
・
横
蔵
方
面
、
藤
橋
・
坂

内
方
面
、
春
日
方
面
、
清
水
・
大
野
方
面
へ

の
４
路
線
は
、
揖
斐
川
町
の
主
要
幹
線
と
し

に
つ
い
て
、地
域
の
方
々
と
も
協
議
を
行
い
、

バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
の
設
置
な
ど
、
必
要
な
整

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
当
地
域
に
お
き
ま
し
て

は
、
今
回
の
商
業
施
設
の
撤
退
だ
け
で
な
く
、

近
年
で
も
量
販
店
の
撤
退
な
ど
が
あ
り
、
地

域
活
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
撤
退
さ
れ
た
商
業
施
設
や
周
辺
の
土

地
は
私
有
の
財
産
で
あ
り
、
現
在
の
所
有
者

や
権
利
者
の
意
向
、
計
画
な
ど
が
優
先
さ
れ

る
事
項
で
あ
り
ま
す
が
、
町
と
し
て
は
、
対

応
す
べ
き
事
項
が
あ
れ
ば
、
何
ら
か
の
措
置

を
講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
31
年
度
予
算
に
お
い
て

必
要
な
措
置
等
が
生
じ
た
場
合
、
直
ぐ
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
揖
斐
高
校
の
活
性
化
支
援
に
つ
い

て
で
す
が
、
先
の
ご
質
問
の
揖
斐
地
区
東
部

の
ま
ち
づ
く
り
と
直
接
関
連
す
る
内
容
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
重
要
な
事
項
と
認
識

し
て
、
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

揖
斐
高
校
は
町
立
の
高
校
と
の
意
識
の
も

と
中
高
連
携
な
ど
、
必
要
な
施
策
を
実
施
し

て
お
り
、
今
後
も
、
地
域
の
高
校
存
続
の
た

め
に
必
要
な
施
策
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

教
育
長
よ
り
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

教
育
長

　

本
年
創
立
百
周
年
を
迎
え
る
県
立
揖
斐
高

校
に
つ
い
て
は
、
地
域
連
携
に
よ
る
活
力
あ

る
高
校
づ
く
り
に
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
平
成
30
年
４
月
に
、

岐
阜
県
教
育
委
員
会
が
ま
と
め
た「
岐
阜
県

立
高
等
学
校
の
活
性
化
に
関
す
る
検
討
ま
と

め
」
に
、「
高
校
を
核
と
し
た
地
域
人
材
の

育
成
や
地
方
創
生
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
小

規
模
校
と
し
て
維
持
し
、
単
独
校
と
し
て
の

活
性
化
策
を
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
推
進
す

る
」
こ
と
を
受
け
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
め
、町
と
し
て
も
揖
斐
高
校
の「
魅

力
豊
か
な
高
校
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
に
参

加
し
、地
元
の
経
済
界
や
産
業
界
と
と
も
に
、

揖
斐
高
校
の
存
在
意
義
を
高
め
る
た
め
の
取

組
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
の
揖
斐
高
校
の
定
員
は
40
人

減
の
１
２
０
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
岐
阜
県
教
育
委
員
会
か

ら
は
、「
子
ど
も
が
減
少
し
た
か
ら
即
、
統

廃
合
を
進
め
る
と
言
っ
た
強
引
な
論
法
で
施

策
を
推
し
進
め
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
今

回
の
40
人
の
定
員
減
は
、
揖
斐
高
校
の
統
廃

合
に
向
け
た
動
き
で
は
な
い
。」
と
の
説
明

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、今
回
の
定
員
減
の
理
由
と
し
て
、

揖
斐
高
生
の
約
６
割
が
揖
斐
郡
在
住
の
生
徒

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
揖
斐
郡
の
生
徒
数
の
減

少
を
踏
ま
え
、
適
正
な
定
員
数
と
し
た
と
の

説
明
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

町
に
お
い
て
は
、「
揖
斐
川
町
と
揖
斐
高
等

学
校
の
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
」
に
基

づ
き
、
未
来
を
担
う
人
材
の
育
成
に
向
け
て
、

揖
斐
高
校
と
、
継
続
的
な
連
携
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
さ
ら
に
、
平
成
16
年
か
ら
実
施
し
て

い
る
揖
斐
高
校
と
揖
斐
川
中
学
校
、
北
和
中

学
校
と
の「
地
域
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
」
に

つ
い
て
、
平
成
31
年
度
か
ら
は
、
谷
汲
中
、
坂

内
中
学
校
を
加
え
、
町
内
全
て
の
中
学
校
で

実
施
で
き
る
よ
う
に
、
現
在
、
岐
阜
県
教
育

委
員
会
と
調
整
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

揖
斐
高
校
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
岐
阜

県
教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
検
討
、
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

め
る
と
広
大
な
空
間
が
こ
の
地
域
に
発
生
す

る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
ま
ま
で
す
と
、
い
か
に

も
揖
斐
川
町
の
中
心
部
が
衰
退
し
て
い
る
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
町
内
外
に
与
え
か
ね
ま
せ
ん
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
周
辺
の
買
物
弱
者

の
救
済
を
兼
ね
て
旧
名
鉄
本
揖
斐
駅
前
を
中

心
と
し
た
揖
斐
地
区
東
部
の
ま
ち
づ
く
り
を

町
の
協
力
を
得
な
が
ら
住
民
を
交
え
て
検
討

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
が
、
町
と
し
て
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま

す
。

　

一
方
、
こ
の
揖
斐
地
区
東
部
に
は
本
年
創

立
百
周
年
を
迎
え
る
揖
斐
高
校
が
在
り
ま
す
。

同
校
は
す
で
に
県
の
再
編
統
合
対
象
校
の
グ

ル
ー
プ
２
の
中
に
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
先
頃
公
表
さ
れ
た
平
成
31
年
度
の

揖
斐
高
校
の
入
学
定
員
は
40
人
減
の
１
２
０

人
に
な
り
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
池
田
高
校
と

は
差
が
付
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
数

年
後
に
は
改
め
て
統
合
再
編
の
話
が
浮
上
し

て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
万
が
一
、
揖
斐
高

校
が
統
合
移
転
さ
れ
た
場
合
は
、
ま
す
ま
す

揖
斐
地
区
東
部
は
寂
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
も
揖
斐
高
校
の
活
性
化
に
つ
い
て
町

と
し
て
様
々
な
協
力
を
し
て
い
た
だ
い
て
き
ま

し
た
が
、
現
状
を
考
え
ま
す
と
な
お
一
層
の
活

性
化
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
町
と
し
て
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町 

長

　

平
成
13
年
９
月
30
日
を
も
っ
て
廃
線
と
な

り
ま
し
た「
名
鉄
揖
斐
線
」
の
最
終
電
車
を

非
常
に
寂
し
い
想
い
で
見
送
っ
た
こ
と
は
今

で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
平
成
13
年
度
か
ら
廃
線
敷

地
の
跡
地
も
含
め
た
周
辺
土
地
の
利
用
な
ど
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て
、
本
数
は
減
ら
し
て
も
日
中
の
運
行
を
残

す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

　

土
日
祝
日
は
一
日
中
、
路
線
定
期
型
も
デ

マ
ン
ド
型
バ
ス
も
全
く
何
も
運
行
さ
れ
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
関
し
て
、

土
日
で
も
公
共
交
通
を
利
用
し
た
い
町
民
は

少
な
か
ら
ず
い
ま
す
し
、
特
に
揖
斐
校
生
の

土
日
の
部
活
動
に
も
影
響
し
ま
す
。
さ
ら
に

大
切
な
こ
と
は
、
土
日
を
中
心
に
鉄
道
を
利

用
し
て
来
ら
れ
る
観
光
客
の
誘
致
に
ダ
メ
ー

ジ
を
与
え
か
ね
ま
せ
ん
。
特
に
目
立
っ
た
産

業
の
少
な
い
当
町
に
と
っ
て
観
光
客
の
増
加

対
策
は
、
今
後
益
々
力
を
入
れ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
そ
の

観
点
か
ら
も
土
日
祝
日
に
は
路
線
定
期
型
バ

ス
だ
け
で
も
日
中
の
運
行
を
維
持
す
べ
き
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
、
検
討
さ
れ
て
い
る
新
た
な
バ
ス
運

行
体
系
に
関
す
る
２
つ
の
問
題
点
に
つ
い
て

私
な
り
の
提
案
を
致
し
ま
し
た
が
、
町
と
し

て
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町 

長

　

路
線
定
期
型
バ
ス
の
平
日
の
昼
間
や
土
日

祝
日
の
運
行
に
つ
き
ま
し
て
、
現
在
の
実
態

か
ら
み
て
も
利
用
者
数
は
少
な
く
、
平
日
の

昼
間
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
デ
マ
ン
ド
を
活

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
対
応
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、揖
斐
高
生
の
部
活
に
つ
き
ま
し
て
、

揖
斐
高
校
に
新
た
な
運
行
を
説
明
す
る
中
で

は
、
部
活
へ
の
影
響
は
特
に
無
い
と
の
お
話

を
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

観
光
面
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
だ
け
で
な

く
事
業
者
や
観
光
協
会
等
の
自
助
努
力
も
必

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
方

法
が
良
い
か
、協
議
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
ず
は
新
た
な
運
行
方
法
で
ス
タ
ー
ト

し
、
皆
様
と
協
議
を
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い

バ
ス
交
通
へ
の
転
換
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

大
西　
政
美 

議
員

健
康
寿
命
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

揖
斐
川
町
第
二
次
総
合
計
画
の
揖
斐
川
町

が
目
指
す
ま
ち
の
姿
、
ま
ち
の
将
来
像「
自

然
健
幸
の
ま
ち　

い
び
が
わ
」
の
推
進
に
つ

い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
の
現
状
の
中
で
、

揖
斐
川
町
に
暮
ら
す
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

知
恵
を
出
し
、
共
に
考
え
、
支
え
合
い
、
自

然
と
共
に
健
康
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

み
ん
な
で
創
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
昨
年
５
月
か
ら「
い
び
が
わ
健
幸
ポ

イ
ン
ト
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ

の
事
業
は
医
療
費
の
抑
制
と
健
康
寿
命
の
延

伸
を
目
指
し
て
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。
検
診
を
受
診
し
た
り
、

健
康
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
と
い
び
が
わ
健

幸
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
ま
す
。
年
齢
に
よ
っ

て
貯
め
る
ポ
イ
ン
ト
数
が
変
わ
り
ま
す
が
、

ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
応
募
す
れ
ば
抽
選
で
素

敵
な
商
品
が
当
た
り
ま
す
。
健
康
寿
命
と
は

健
康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る

こ
と
な
く
生
活
で
き
る
期
間
の
こ
と
で
す
。

健
康
診
断
や
運
動
、
子
供
と
参
加
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
に
一
人
だ
け
で
は
な
く
グ
ル
ー
プ
、
家

族
で
参
加
し
、
一
緒
に
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て

健
康
寿
命
を
延
伸
し
よ
う
と
す
る
事
業
で
す
。

ラ
ジ
オ
体
操
で
は
参
加
回
数
、
こ
と
ぶ
き
大

学
は
出
席
回
数
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
に
は「
夏
季
巡
回
ラ
ジ
オ
体

操
・
み
ん
な
の
体
操
会
」
が
揖
斐
川
町
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
揖
斐
川
町
体
育
協
会
に
は
揖

斐
川
町
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
が
設
立
さ
れ
て
い

ま
す
。「
自
然
健
幸
の
ま
ち　

い
び
が
わ
」
を

推
進
す
る
方
策
の
一
つ
に
、
ラ
ジ
オ
体
操
の

実
施
を
取
り
入
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

揖
斐
川
町
青
少
年
健
全
育
成
町
民
会
議
で

夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
夏
季
休
暇
だ
け
で
す
。
年
中
行
事
と
し

て
取
り
組
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

揖
斐
川
町
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
に
は
、
一
級

ラ
ジ
オ
体
操
指
導
士
４
名
、
二
級
指
導
士
６

名
の
有
資
格
者
が
お
見
え
で
す
。
各
地
域
で

指
導
し
て
い
た
だ
き
、「
夏
季
巡
回
ラ
ジ
オ

体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会
」
を
町
民
全
員
参

加
で
盛
り
上
げ
る
こ
と
が「
自
然
健
幸
の
ま

ち　

い
び
が
わ
」
に
繋
が
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、「
い
び
が
わ
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
」

の
参
加
者
も
増
え
る
と
考
え
ま
す
。
自
分
の

身
体
は
自
分
で
守
り
健
康
寿
命
を
延
伸
す
る

手
段
と
し
て
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
推
進
に
つ
い

て
、
町
と
し
て
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

副
町
長

　

町
で
は
、
昨
年
５
月
よ
り
、
医
療
費
の
抑
制

と
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
的
と
し
て
、
19
歳

以
上
の
方
を
対
象
に「
い
び
が
わ
健
幸
ポ
イ
ン

ト
」
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
事
業
も
９
ヶ
月
を
経
過
し
、
各
種
健

診
や
健
康
教
室
等
の
参
加
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
も
増
加
し
て
お
り
、
少
し
ず
つ
町
民
の
皆

様
に
浸
透
し
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

夏
期
の
ラ
ジ
オ
体
操
に
つ
き
ま
し
て
も
、、

健
康
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
、

揖
斐
川
健
康
広
場
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

や
各
種
教
室
な
ど
へ
参
加
さ
れ
、
身
体
の
健

康
維
持
に
努
め
て
い
る
方
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

議
員
お
話
の
ラ
ジ
オ
体
操
を
通
年
で
行
う

こ
と
も
、
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
ひ
と
つ
の

方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
、

健
康
な
身
体
づ
く
り
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

心
の
健
康
づ
く
り
も
大
切
で
す
。
こ
の
心
と

体
の
健
康
づ
く
り
は
、
年
代
や
地
域
に
よ
っ

て
、色
々
な
形
態
が
存
在
す
る
と
考
え
ま
す
。

　

現
在
、
各
地
域
で
は
、
様
々
な
事
業
や
団

体
活
動
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
高

齢
者
を
対
象
と
し
た
介
護
予
防
事
業
と
し
て

サ
ロ
ン
や
つ
ど
い
の
場
、
お
た
っ
し
ゃ
教
室

な
ど
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
敬
老
会
に
参
加
す
る
と
い
っ
た
こ
と

も
、
心
の
健
康
づ
く
り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
、
各
種
事
業
に
積
極
的
に

参
加
い
た
だ
き
、
多
く
の
人
と
関
わ
る
事
に
よ

り
、
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
が
図
ら
れ
、
健
康

寿
命
を
延
ば
す
こ
と
に
繋
が
る
と
考
え
ま
す
。

　

ラ
ジ
オ
体
操
だ
け
で
な
く
、
健
康
づ
く
り

事
業
に
つ
い
て
は
、
区
長
さ
ん
や
保
健
推
進

員
さ
ん
、
地
区
の
公
民
館
と
も
連
携
、
協
力

し
、「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
と
い

う
意
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
交
流
と

ふ
れ
あ
い
が
持
て
る
場
の
拡
充
に
向
け
て
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
西　
政
美 

議
員

廃
校
校
舎
の
活
用
に
つ
い
て

　

少
子
化
、
人
口
減
少
に
伴
い
、
揖
斐
川
町

各
地
域
に
は
廃
止
、
廃
校
に
な
っ
た
公
共
施

設
が
多
く
在
り
ま
す
。
耐
震
強
度
の
問
題
等
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で
全
て
の
公
共
施
設
が
再
利
用
で
き
る
と
は

考
え
ま
せ
ん
が
、
耐
震
強
度
に
問
題
が
な
い

施
設
は
、
何
ら
か
の
方
法
で
再
活
用
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

例
え
ば
、
廃
校
と
な
っ
た
久
瀬
小
学
校
は

再
活
用
す
る
方
向
で
進
ん
で
お
り
、
地
域
住

民
の
皆
様
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
春
日
中
学
校
出
身
者
の
方
が
、
校

舎
周
辺
に
草
が
生
え
て
い
て
、
今
の
春
日
中

学
校
を
見
る
と
寂
し
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
ん
な
活
用
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。
例
え
ば
研
修
施
設
と
し
て
町
外
の
ス

ポ
ー
ツ
交
流
会
の
施
設
と
し
て
貸
し
出
す
方

法
も
あ
り
ま
す
。
グ
ラ
ン
ド
も
あ
る
の
で

様
々
な
用
途
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
廃
校
し
た

地
域
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
が
弱

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
廃
校
校
舎
を
利
用

し
た
地
域
交
流
施
設
に
活
用
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。
本
年
２
月
の
町
議
会
議
員
研
修

会
に
お
い
て
、
総
務
省
地
域
創
造
グ
ル
ー

プ
、
農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
の
担
当
者
か

ら
様
々
な
全
国
の
事
例
を
紹
介
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
そ
の
中
に
愛
知
県
新
城
市
で

廃
校
を
利
用
し
た
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

廃
校
校
舎
の
活
用
に
つ
い
て
、
町
と
し
て

の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

総
務
部
長

　

現
在
の
廃
校
校
舎
の
再
活
用
と
し
て
は
、
地

域
の
教
育
振
興
に
供
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

藤
橋
小
中
学
校
及
び
長
瀬
小
学
校
を
西
濃
学

園
に
お
貸
し
し
、
宿
泊
型
の
学
校
と
し
て
学
校

に
行
け
な
く
て
悩
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
に
、

温
か
い
学
び
の
場
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
前
の
谷
汲
村
の
頃
よ
り
、
民

間
の
方
に
、
青
少
年
の
教
育
研
修
事
業
及
び

生
涯
学
習
事
業
の
場
と
し
て
、
旧
横
蔵
小
学

校
を
お
貸
し
し
、
宿
泊
研
修
施
設
と
し
て
、

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
廃
止
し
た
施
設
に
つ
い
て

は
、
取
壊
す
こ
と
を
基
本
的
な
方
針
と
し
て

い
ま
す
が
、
地
域
や
団
体
な
ど
で
活
用
し
た

い
と
い
う
相
談
を
い
た
だ
い
た
場
合
は
、
検

討
し
、
お
貸
し
で
き
る
場
合
も
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

 

岡
部　
栄
一 

議
員

買
物
弱
者
の
た
め
の
買
物
支
援
に
つ
い
て

　

食
料
品
や
日
用
品
な
ど
が
手
軽
に
買
え
る

こ
と
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
の
基
本

で
あ
り
、
地
域
で
生
活
し
て
い
く
上
で
必
要

不
可
欠
な
も
の
で
す
が
、
近
年
、
人
口
減
少

や
高
齢
化
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
身
近
な
商

店
が
無
く
な
る
、
高
齢
に
よ
り
車
の
運
転
が

出
来
な
く
な
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
日
常

の
買
い
物
が
不
便
に
な
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
買
物

弱
者
と
呼
ば
れ
る
方
々
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
農
林
水
産
省
で
は
買
物
弱

者
対
策
と
し
て
①
新
た
に
店
を
作
る
②
店
へ

の
交
通
手
段
の
整
備
③
宅
配
④
移
動
販
売
の

４
つ
を
提
言
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
方
策

の
う
ち
、
私
は
移
動
販
売
や
宅
配
が
今
後
の

対
策
の
柱
に
な
る
と
考
え
ま
す
が
、
い
ず
れ

に
し
て
も
買
い
物
が
不
便
で
あ
る
と
い
う
事

は
、
暮
ら
し
に
く
い
と
い
う
事
に
も
な
り
、

地
域
の
一
層
の
過
疎
化
、
衰
退
に
繋
が
っ
て

い
く
と
考
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
買
物
弱
者
対
策

は
揖
斐
川
町
の
緊
急
の
課
題
と
考
え
ま
す

が
、
町
と
し
て
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町 

長

　

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
人
口
減
少

は
、
各
種
産
業
の
衰
退
や
、
地
域
の
活
力
の

低
下
な
ど
を
招
い
て
お
り
、
そ
の
影
響
は
多

方
面
に
現
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
中
山
間
地
域
に
お
い
て
は
、
そ
の
影

響
が
顕
著
に
現
れ
て
お
り
、
買
い
物
弱
者
対

策
も
含
め
、
中
山
間
地
域
及
び
中
心
部
の
活

性
化
は
、
当
然
取
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
認

識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
デ
マ
ン
ド
型
交
通

の
導
入
も
、
そ
の
一
環
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
買
い
物
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

は
、
地
域
や
個
人
の
状
況
に
よ
っ
て
異
な
る
た

め
、
地
区
や
関
連
す
る
団
体
、
事
業
者
な
ど

と
連
携
し
、
多
様
な
施
策
に
よ
り
、
横
断
的

に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

農
林
水
産
省
も
、
買
い
物
弱
者
の
支
援
を

「
食
料
品
ア
ク
セ
ス
問
題
」
と
し
て
社
会
的

な
課
題
と
捉
え
て
お
り
、
そ
の
対
策
に
は
横

断
的
な
対
応
と
地
域
実
情
に
応
じ
た
効
果

的
、
効
率
的
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
、
地
域
振
興
や
福
祉
、
交
通

な
ど
、
横
断
的
な
施
策
に
よ
る
、
買
い
物
支

援
を
講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

岡
部　
栄
一 

議
員

「
ゆ
ー
み
ん
ぐ
」
の
利
用
助
成
に
つ
い
て

　

大
野
町
下
座
倉
に
あ
る
屋
内
温
水
プ
ー
ル

「
ゆ
ー
み
ん
ぐ
」
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
手
軽
に
楽
し
み
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
、

健
康
づ
く
り
が
で
き
る
施
設
で
す
。

　

揖
斐
川
町
の
町
民
の
皆
さ
ん
も
大
勢
利
用

し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、「
ゆ
ー
み
ん
ぐ
」
を

ご
利
用
の
方
々
か
ら
、
大
野
町
や
本
巣
市
な

ど
で
は「
ゆ
ー
み
ん
ぐ
」
の
利
用
料
の
助
成

制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
揖
斐
川
町
は
無
い
の

で
ぜ
ひ
利
用
助
成
を
し
て
ほ
し
い
と
の
声
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
町
と
し
て
も「
ゆ
ー
み
ん
ぐ
」

の
利
用
助
成
を
行
い
、「
自
然
健
幸
の
ま
ち
」

推
進
の
一
助
と
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
町

と
し
て
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町 

長

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
よ
り
、
住

民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
、
幸

せ
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
各
種
の

健
康
診
査
や
健
康
教
室
、
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

等
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
た
め

に
、
様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
、「
い
び
が
わ
健

幸
ポ
イ
ン
ト
」
事
業
を
実
施
し
、
住
民
自
ら

の
健
康
づ
く
り
意
識
の
高
揚
な
ど
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
町
内
の
体
育
施
設
な
ど
に
お
い
て

は
、
特
別
な
場
合
を
除
い
て
、
減
免
等
の
措

置
は
行
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、「
ゆ
ー

み
ん
ぐ
」
の
利
用
者
だ
け
に
助
成
す
る
こ
と

は
、「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
。」
と
い

う
考
え
か
ら
も
、
現
段
階
で
は
助
成
す
る
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
と
し
て
は
、
健
康
づ
く
り
は
自
ら
そ
の

機
会
を
作
り
、
参
加
す
る
も
の
で
あ
る
と
考

え
、
現
在
行
っ
て
い
ま
す
各
種
の
健
康
づ
く

り
事
業
を
、
今
後
も
継
続
し
て
実
施
す
る
こ

と
で
、
住
民
の
皆
さ
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。
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平成29年度決算 連結財務書類の概要

住民一人当たりの貸借対照表（平成30年3月31日現在人口21,516人）
（家計に例えて説明）

（億円）

Ｈ 28 Ｈ 29
前年度末純資産残高 　777 771
純行政コスト △ 222 △ 216
財源 　210 202

税収等 　　154 149
国県補助金 　　56 53

その他の項目 　6 2
本年度末純資産残高 　771 759

純資産変動計算書とは、貸借対照表の純資産が１年間でどのように変動したかを表した財務書類です。

（万円）
H28 H29

■資　産
①有形固定資産 424 424
②投資等 25 26
③流動資産 42 43

（万円）
H28 H29

■負　債 140 140

■純資産 351 353

■資　産 （億円）
H28 H29

①有形固定資産 931  912
［学校、道路、橋、町の施設など］

②投資等 57 56
［基金（固定的なもの）、出資金など］

③流動資産 92 92
［現金預金、未収金など］

資産合計 1,080 1,060

■負　債 （億円）
H28 H29

①固定負債 281 274
②流動負債 28 27
負債合計 309 301

■純資産
純資産合計 771 759

負債純資産合計 1,080 1,060

今までに、学校、道
路などを建設するた
めの財源として町が
借金しているお金や、
町の職員全員が年度
末に退職したと仮定
した場合の退職金相
当額などです。

学校、道路などの建
設に使われたお金の
総額です。道路や建
物は減価償却をして
います。

町が借金しているお
金の翌年度の返済予
定額などです。

住宅ローン残高

関係団体への出資金
や基金などで蓄えて
いるお金です。

学校、道路などを建
設するために使った
国や県の補助金や税
金などです。

住宅・土地に対して
今まで支払ってきた
お金

現金で持っているも
ののほか、必要時に
すぐ現金化できる基
金、町税などでまだ
収納されていないお
金です。

①住宅・土地
②定期預金・株式
③普通預金・現金

揖斐川町では、住民の皆さんに分かりやすく財政状況に関する情報を提供するため、民間企業会計の手法
を取り入れた「新地方公会計制度」に基づく連結財務書類を作成しました。
連結財務書類とは、連結貸借対照表、連結行政コスト計算書、連結純資産変動計算書のことで、町（一般会
計等、公営事業会計）のみならず、町が設立した第三セクターや加入している一部事務組合等の財務書類を
連結ベースで把握することで、町の全体的な財務実体を見ることができます。連結財務書類を作成することで、
透明性の向上や説明責任が履行されるとともに、資産・債務の適切な管理を行うことが可能となります。

貸借対照表（平成30年3月31日現在）

純資産変動計算書（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

貸方〔資金の調達〕
資金をどこから調達したか

借方〔資金の使途〕
資金を何に使ったか
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住民一人あたりの行政コスト計算書
（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

連 

結 

対 

象
（ 

連 

結 

財 

務 

書 

類 

）

揖
斐
川
町
全
体

■一般会計等
〇一般会計
〇町営住宅事業特別会計
〇杉原地域土地取得特別会計
〇徳山ダム上流域公有地化特別会計
〇地域情報特別会計

■公営事業会計
□企業会計

〇上水道事業会計
□特別会計

〇簡易水道事業特別会計
〇農業集落排水事業特別会計
〇公共下水道事業特別会計（特環）
〇個別排水事業特別会計（個排）
〇個別排水事業特別会計（特生）
〇国民健康保険特別会計
〇国民健康保険直診勘定特別会計
〇後期高齢者医療特別会計
〇小水力発電事業特別会計

一
部
事
務
組
合
等

■一部事務組合
〇揖斐郡消防組合
〇西濃環境整備組合
〇大垣衛生施設組合
〇岐阜県市町村会館組合
〇揖斐郡養基小学校養基保育所組合
〇揖斐川水防事務組合
〇岐阜県市町村職員退職手当組合
〇樫原谷林野組合　
〇足打谷林野組合

■広域連合	
〇揖斐広域連合
〇岐阜県後期高齢者医療広域連合

■地方三公社
〇土地開発公社

■第三セクター等
〇一般財団法人いびがわ
〇株式会社サンシャイン春日

（億円）

H28 H29

経常費用

１ 人にかかるコスト（人件費） 27 27 

２ 物にかかるコスト（物件費等） 93 91 

３ 移転支出的なコスト（移転費用） 112 110 

４ その他のコスト（その他の業務費用） 6 6 

経常費用合計 A 238 234 

経常収益 B 16 18 

純経常行政コスト C=A－B 222 216 

臨時損失　D 0 0

臨時利益  E 0 0

純行政コスト　C+D－E 222 216

（万円）

H28 H29
経常費用
１ 人にかかるコスト（人件費） 12 12 
２ 物にかかるコスト（物件費等） 42 42 
３ 移転支出的なコスト（移転費用） 51 51 
４ その他のコスト（その他の業務費用） 3 3 
経常費用合計 A 108 108 
経常収益 B 7 8 
純経常行政コスト C=A－B 101 100
臨時損失　D 0 0
臨時利益  E 0 0
純行政コスト　C+D－E 101 100

行政コスト計算書とは、人的サービスや社会保障給付サービスなどに1年間で使った費用などを集計した財務
書類です。

行政コスト計算書（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

連結を構成する会計・団体 一覧
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（４月１日付けの係長級以上の異動者と新採用者）平成31年度 人 事 異 動
氏　名 新　　職 前　　職

部　長　級
衣 斐 良 治 総括部長 企画部長
酒 井 貴 志 企画部長 岐阜県

岩 間 明 宏 住民福祉部長 住民福祉部長兼地域包括支援
センター長

古 野 利 仁 産業建設部 統括監兼産業振興
課長

産業建設部 農林商工推進統括
監兼農林振興課長

高 間 　 歩 会計管理者兼会計課長事務取扱 谷汲振興事務所長

坂 下 久 幸 住民福祉部付（部長級）
（揖斐広域連合派遣）

住民福祉部付（次長級）
（揖斐広域連合派遣）

次　長　級
宮 野 正 臣 総務部 次長兼総務防災課長 総務部 総務課長

矢 野 幸 司 企画部 次長兼まちづくり推進
課長兼スポーツ推進室長 教育委員会 スポーツ振興課長

岩 間 眞 二 住民福祉部 次長兼健康福祉課
長兼地域包括支援センター長 総務部 税務課長

三 島 晃 照 教育委員会 次長兼教育振興
課長

教育委員会 次長兼社会教育文
化課長兼地域交流センター長

高 木 英 樹 谷汲振興事務所長 住民福祉部 住民課長

高 橋 茂 盛 藤橋振興事務所長兼地域振興
課長 谷汲振興事務所 地域振興課長

課　長　級
土 川 　 靖 総務部 税務課長 会計管理者兼会計課長

中 川 正 志 企画部 政策広報課 水源地域
ビジョン推進事務所長

企画部 水源地域ビジョン推進
事務所長 課長

高 橋 宗 徳 企画部 まちづくり推進課
未来戦略室長 住民福祉部 福祉課長

野 原 幸 司 企画部 観光文化戦略課長 産業建設部 商工観光課長

土 屋 英 俊 住民福祉部 住民生活課長 企画部 政策広報課 まちづくり
推進室長

林　　　千恵美
住民福祉部 健康福祉課 揖斐
川保健センター長兼藤橋国民
健康保険診療所・坂内国民健
康保険診療所事務長

住民福祉部 健康増進課長兼揖
斐川保健センター長兼藤橋国
民健康保険診療所・坂内国民
健康保険診療所事務長

河 瀬 浩 治 谷汲振興事務所 地域振興課長 企画部 政策広報課 放送通信
センター所長

藤 原 　 弘 春日振興事務所長心得兼地域
振興課長 産業建設部 建設課 課長補佐

主　幹　級

田 島 孝 二 企画部 まちづくり推進課
スポーツ推進室 主幹

教育委員会 スポーツ振興課
課長補佐

松 本 幸 久 企画部 観光文化戦略課
揖斐川歴史民俗資料館 主幹

教育委員会 社会教育文化課
揖斐川歴史民俗資料館 課長補佐

立 木 寿 明 住民福祉部 住民生活課 主幹 住民福祉部 生活環境課 主幹
平　野　美保子 住民福祉部 住民生活課 主幹 住民福祉部 住民課 主幹
藤　原　輝代子 住民福祉部 健康福祉課 主幹 住民福祉部 福祉課 課長補佐

久　富　実千代 住民福祉部 健康福祉課
揖斐川保健センター 主幹

住民福祉部 健康増進課
揖斐川保健センター 主幹

安 江 瑞 穂 住民福祉部 健康福祉課
揖斐川保健センター 主幹

住民福祉部 健康増進課
揖斐川保健センター 主幹

岡 部 治 久 産業建設部 上下水道課 主幹 産業建設部 上下水道課
課長補佐

小 寺 淳 一 産業建設部 産業振興課 主幹 産業建設部 農林振興課
課長補佐

井 上 　 誠 教育委員会 教育振興課 主幹 教育委員会 学校教育課
課長補佐

馬 渕 真 二 藤橋振興事務所 地域振興課
主幹

藤橋振興事務所 地域振興課
課長補佐兼企画部水源地域ビ
ジョン推進事務所 課長補佐

高 橋 美 保 住民福祉部 さかうち幼児園
（園長）主幹

住民福祉部 さかうち幼児園
（園長）課長補佐

課長補佐級
久 野 賀 弘 総務部 総務防災課 課長補佐 総務部 総務課 課長補佐
若 原 紀 章 総務部 総務防災課 課長補佐 総務部 総務課 課長補佐

横 平 　 淳 総務部 総務防災課付（課長補
佐級）（岐阜県市町村課派遣）

企画部 政策広報課
まちづくり推進室 係長

上 田 　 憲 企画部 政策広報課 課長補佐 教育委員会 社会教育文化課
課長補佐

川 本 　 励 企画部 政策広報課 水源地域
ビジョン推進事務所 課長補佐

企画部 水源地域ビジョン推進
事務所長 課長補佐

高 橋 良 尚 企画部 政策広報課 水源地域
ビジョン推進事務所 課長補佐

久瀬振興事務所 地域振興課 
係長

高　見　恵美子 企画部 まちづくり推進課
課長補佐

教育委員会 社会教育文化課 
課長補佐

神 谷 秀 一 企画部 まちづくり推進課
課長補佐

教育委員会 社会教育文化課 
係長

氏　名 新　　職 前　　職

高 橋 直 樹 企画部 まちづくり推進課
未来戦略室 課長補佐 総務部 財政課 課長補佐

高　橋　富士夫 企画部 まちづくり推進課
スポーツ推進室 課長補佐

教育委員会 スポーツ振興課　
課長補佐

仲 井 朝 恵 住民福祉部 健康福祉課
課長補佐 住民福祉部 福祉課 課長補佐

野 原 晶 子 住民福祉部 健康福祉課
揖斐川保健センター 課長補佐

住民福祉部 健康増進課
揖斐川保健センター 課長補佐

小 森 英 孝 住民福祉部 子育て支援課
課長補佐 住民福祉部 福祉課 課長補佐

小 森 　 明 産業建設部 建設課 課長補佐 産業建設部 農林振興課
課長補佐

林 　 貴 義 産業建設部 建設課 課長補佐 産業建設部 建設課 係長

若 原 輝 幸 産業建設部 産業振興課
課長補佐

総務部 総務課 係長
（岐阜県市町村課派遣）

所 　 貴 宏 教育委員会 教育振興課
課長補佐

教育委員会 学校教育課
課長補佐

金 崎 浩 司 春日振興事務所 地域振興課
課長補佐 総務部 税務課 課長補佐

小 寺 良 英 久瀬振興事務所 地域振興課
課長補佐

藤橋振興事務所 地域振興課
課長補佐

河 瀬 隆 子 住民福祉部 たにぐみ幼児園
（園長）課長補佐

住民福祉部 くぜ幼児園（園長）
課長補佐

増 田 裕 子 住民福祉部 くぜ幼児園（園長）
課長補佐

住民福祉部 たにぐみ幼児園
（園長）課長補佐

係　長　級
松 居 佑 樹 総務部 総務防災課 係長 総務部 総務課 係長
小 森 陽 治 総務部 総務防災課 係長 産業建設部 商工観光課 主査

二 宮 　 焦 総務部 総務防災課付（係長級）
（養基小学校保育所組合派遣）

総務部 総務課付（主査級）
（養基小学校保育所組合派遣）

古 野 清 明 総務部 税務課 係長 会計課 係長
宗 宮 孝 臣 総務部 税務課 係長 産業建設部 商工観光課 係長

細 野 朋 洋 企画部 まちづくり推進課
係長

企画部 政策広報課
まちづくり推進室 係長

窪 田 匡 市 企画部 まちづくり推進課
未来戦略室 係長

企画部 政策広報課
まちづくり推進室 係長

中 川 幸 治 企画部 まちづくり推進課
スポーツ推進室 係長 産業建設部 農林振興課 係長

小 川 敏 貴 企画部 まちづくり推進課
揖斐川健康広場 係長

教育委員会 揖斐川健康広場
係長

岡　部　弥世子 企画部 観光文化戦略課 係長 教育委員会 社会教育文化課
主査

宮 脇 憲 輔 企画部 観光文化戦略課 係長 総務部 総務課付（主査級）
（経済産業省派遣）

坪 井 公 師 住民福祉部 住民生活課 係長 住民福祉部 住民課 係長
田 中 千 佳 住民福祉部 住民生活課 係長 住民福祉部 生活環境課 係長
清 水 善 之 住民福祉部 住民生活課 係長 住民福祉部 住民課 係長
宇佐美　みゆき 住民福祉部 健康福祉課 係長 住民福祉部 福祉課 係長
高 橋 真 紀 住民福祉部 健康福祉課 係長 住民福祉部 福祉課 係長
菅 原 昌 志 住民福祉部 健康福祉課 係長 住民福祉部 福祉課 係長

川　合　さとみ 住民福祉部 健康福祉課 係長 住民福祉部 健康増進課
揖斐川保健センター 係長

林 　 裕 子 住民福祉部 健康福祉課 揖斐
川保健センター 係長

住民福祉部 健康増進課
揖斐川保健センター 係長

木野村　　　亨 産業建設部 上下水道課 係長 春日振興事務所 地域振興課
係長

山 本 紋 子 産業建設部 産業振興課 係長 企画部 政策広報課 係長
小 森 成 裕 会計課 係長 総務部 税務課 係長
立 木 秀 和 教育委員会 教育振興課 係長 教育委員会 学校教育課 主査

寺 井 智 美 春日振興事務所 地域振興課
係長

谷汲振興事務所 地域振興課
係長

今 井 克 喜 春日振興事務所 地域振興課
係長

春日振興事務所 地域振興課
主査

矢　野　陽一郎 久瀬振興事務所 地域振興課
係長

住民福祉部 子育て支援課
係長

林 　 宏 昭 藤橋振興事務所 地域振興課
係長

久瀬振興事務所 地域振興課
係長

堀 篤 坂内振興事務所 地域振興課
係長

企画部 水源地域ビジョン推進
事務所長 係長

成 瀬 友 紀 住民福祉部 やまと・きたがた
幼児園（主任保育士）係長

住民福祉部 いび幼児園
（主任保育士）係長

宗 宮 弥 生 住民福祉部 いび幼児園
（主任保育士）係長

住民福祉部 やまと・きたがた
幼児園（主任保育士）係長

新　採　用
氏　名 新　　職

朝 田 梨 湖 企画部 まちづくり推進課 スポーツ推進室 主事
中　島　小百合 企画部 観光文化戦略課 主事
依 田 沙 恵 住民福祉部 やまと・きたがた幼児園（保育士）主事
加　藤　安理沙 住民福祉部 おじま幼児園（保育士）主事
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揖
斐
川
町
で
は
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

〇
一
般
行
政
事
務
職

■
募
集
人
員　

若
干
名

■�

応
募
資
格　

平
成
32
年
４
月
１
日
現
在
、

満
30
歳
以
下
で
あ
り
、
学
校
教
育
法
に
基

づ
く
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業

ま
た
は
平
成
32
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方

〇
保
育
士

■
募
集
人
員　

若
干
名

■�

応
募
資
格　

平
成
32
年
４
月
１
日
現
在
、

満
30
歳
以
下
で
あ
り
、
保
育
士
と
な
る
資

格
を
有
し
、
保
育
士
登
録
簿
に
登
録
し
た

方
、
ま
た
は
平
成
31
年
度
内
に
そ
の
登
録

見
込
み
の
方

■
受
付
期
間　

　

５
月
７
日
（
火
）
～
６
月
７
日
（
金
）

■
１
次
試
験

　

日
時　

７
月
28
日
（
日
）

　

場
所　

岐
阜
県
立
加
納
高
等
学
校

　

内
容　

�

教
養
試
験
、
専
門
試
験
（
保
育
士

の
み
）、
事
務
適
正
検
査
ほ
か

■
１
次
試
験
発
表　

８
月
下
旬
（
予
定
）

■
２
次
試
験　

９
月
上
旬
（
予
定
）

　

内
容　

面
接
、
論
文
試
験
及
び
集
団
討
論

■
最
終
合
格
発
表　

９
月
下
旬
（
予
定
）

■�

応
募
方
法　

受
付
期
間
中
に
所
定
の
申
込

用
紙
（
役
場
総
務
防
災
課
備
え
付
け
）
に

記
入
し
、
次
の
書
類
を
添
え
て
、
役
場
総

務
防
災
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
卒
業
（
見
込
）
証
明
書

・
成
績
証
明
書
（
最
終
学
歴
）

・
有
資
格
者
の
場
合
は
免
許
証
等
の
写
し

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
役
場
総
務
防
災
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１
（
内
線
１
２
１
）

平
成
32
年
度 

採
用
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

人事給与　消防防災　交通安全　空き家適正管理　交通安
全　選挙管理委員会　情報公開　など

町県民税　軽自動車税　固定資産税ほか税に関すること　
町税の賦課徴収（国民健康保険税の徴収）　土地移動　など

予算編成　地方交付税　町債　公会計　財政計画　庁舎管
理　入札・契約　財産区　土地開発基金　など

総合計画　広報誌　地方創生　統計調査　移住定住　公共
交通　ふるさと寄附金　ケーブルテレビ　地域情報化　など

生涯学習　青少年教育　公民館・地域交流センター・図書
館の管理運営　文化芸術　社会教育団体事務　など

公有地化事務　生命の水と森の活動センター事業　電源立
地対策交付金　藤橋城、徳山会館　など

社会体育施設　社会体育団体　いびがわマラソン　スポー
ツ健康施策　生涯スポーツ　など

未来センター会議　地域おこし協力隊　婚活支援　地域づ
くり・地域運営組織事務　など　

戸籍など窓口証明　国民健康保険　国民年民　後期高齢者
医療　福祉医療　ごみ・犬の登録事務　など

観光戦略　文化財・施設保護活用　財団・第三セクター　
国際交流　観光イベント　歴史民俗資料館等維持管理　など

障がい者（児）福祉　高齢者福祉　包括支援　生活保護　
民生委員・児童委員　地域包括支援センター　など

認定こども園運営　児童手当　子育て支援　児童発達支援
木育推進　すこやかベビー祝い金　など

道路・河川整備　災害復旧　町営住宅　都市計画　公園整
備　地籍　建築物申請　道路・河川占用　など

各種検診　予防接種　母子保健　子育て世代包括支援セン
ター　診療所運営　健康づくり　など

農業振興　農業委員会　林業振興　有害鳥獣対策　畜産振
興　土地改良・林道事業　災害復旧　商工業振興　など

住民票などの窓口証明　消防防災　介護保険など各種申
請等の受付　施設管理　など

現金及び有価証券の出納・保管に関すること　庁内用度　
証拠書類の保管　など

揖斐川町議会に関すること　など

学校教育に関すること　学校給食に関すること（給食セン
ター）など

上下水道施設整備・維持管理　料金徴収　など

議会

教育委員会 教育長

産業建設部

町長

住民福祉部

総務部

企画部

谷汲振興事務所

坂内振興事務所

春日振興事務所

久瀬振興事務所

藤橋振興事務所

地域振興課

地域振興課

会計課（会計管理者）

地域振興課

地域振興課

地域振興課

議会事務局

教育振興課

上下水道課

産業振興課

健康福祉課

揖斐川
保健センター

子育て支援課

住民生活課

建設課

水源地域ビジョン
推進事務所

総務防災課

財政課

税務課

政策広報課

まちづくり推進課

観光文化戦略課

未来戦略室

スポーツ
推進室

平成31年度 揖斐川町行政組織図

揖斐川町役場では、行政
事務の効率化と積極的に政
策を推進するため、平成
31年度より行政組織の見
直しを行いました。
生涯学習やスポーツ振興
関係事業を教育委員会から
事務移管し、企画部に「ま
ちづくり推進課」を設置し
ました。
海外も含めた戦略的な観
光施策の推進と、文化財等
の利活用を図るため、企画
部に「観光文化戦略課」を
設置しました。
防災機能の強化を図るた
めに、総務課を「総務防災
課」としました。
住民の利便性向上、福祉、
健康づくりを効率的に進め
るため「住民生活課」と「健
康福祉課」に、組織を統合
しました。
産業振興の効率的・効果
的な推進のため、農林業や
商工業などの事務を総合的
に行う「産業振興課」を設
置しました。
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

① 

緑
ヶ
丘
住
宅　
２
戸

・
住　

所　
　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　
　

１
台

・
家　

賃　
　

１
６
，
２
０
０
円
～

・
そ
の
他　
　

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
入
居

者
の
持
ち
込
み
に
な
り
ま

す
。

② 

北
方
奥
郷
住
宅　
１
戸

・
住　

所　
　

揖
斐
川
町
北
方
13

・
建
設
年
度　

平
成
18
年
度

・
耐
火
構
造
２
階
建　

２
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　
　

１
台

・
家　

賃　
　

１
９
，
８
０
０
円
～

■
敷
金　
家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

・
現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族（
婚
約
者
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

・
市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納
付

金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
家
賃
の
他
に
共
益
費（
下
水
の
使
用
料
・
共

用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）、
敷
金
が
必
要
で

す
。

・
所
得
条
件
あ
り
。

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

５
月
７
日（
火
）
～
５
月
15
日（
水
）

※
土
日
祝
日
を
除
く

■
入
居
予
定
日
　
６
月
下
旬
を
予
定

③ 

島・さ
つ
き（
北
方
）住
宅
お
よ
び
、谷
汲・

春
日
・
久
瀬
・
藤
橋
・
坂
内
地
域
内
の

各
町
営
住
宅
は
、
随
時
募
集
を
し
て
い

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
３
１
６
）

 

臨
時
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

揖
斐
川
町
で
は
、
次
の
と
お
り
臨
時
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

学
童
保
育
支
援
員

■
職
務　
小
学
校
児
童
の
保
育
・
指
導

■
勤
務
場
所　
町
内
小
学
校
内
等
に
あ
る
留

守
家
庭
児
童
教
室（
学
童
保
育
）

■
応
募
資
格　
児
童
の
育
成
指
導
に
熱
意
を

有
す
る
方
、
ま
た
は
子
ど
も
好
き
の
方
。

■
雇
用
期
間

　

７
月
22
日（
月
）
～
８
月
30
日（
金
）
ま
で

　
（
夏
休
み
期
間
中
）

■
給
与　
雇
員
の
雇
用
条
件
に
よ
る

・
時
給
８
７
０
円

・
時
給
１
，
０
０
０
円（
放
課
後
児
童
支
援

員
認
定
資
格
研
修
終
了
者
）

・
時
給
１
，
２
０
０
円（
保
育
士
な
ど
有
資

格
者
）

■
勤
務
時
間　
月
～
金
曜
日

　

8
時
～
18
時
の
時
間
内
で
交
替
勤
務

　
（
８
月
13
日
～
15
日
は
除
く
）

■
応
募
方
法　
履
歴
書（
市
販
の
用
紙
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
役
場
子
育
て
支

援
課
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
役
場
子
育
て
支
援
課

　

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
２
４
１
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

病
児
・
病
後
児
保
育
室

�

「
い
び
っ
こ
」の
ご
案
内

病
児
・
病
後
児
保
育
室「
い
び
っ
こ
」
は
、

お
子
さ
ん
が
病
気
の
時
、
保
護
者
に
代
わ
っ

て
一
時
的
に
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
、
お

子
さ
ん
の
体
調
に
合
わ
せ
て
保
育
と
看
護
を

行
い
、
子
育
て
家
庭
を
支
え
ま
す
。

○
登
録
に
つ
い
て

　

登
録
は
毎
年
度
必
要
で
す
。
昨
年
度
登
録

さ
れ
た
方
も
再
度
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に「
登

録
申
請
書
」
を
揖
斐
川
町
役
場 

子
育
て

支
援
課（
各
振
興
事
務
所
も
可
）
ま
た
は

揖
斐
厚
生
病
院
４
階
管
理
事
務
所
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
用
紙
は
右
記
提

出
先
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
揖
斐
川
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

■
開
設
場
所　
揖
斐
厚
生
病
院
本
館
棟
５
階

■
利
用
対
象
者
　
生
後
８
か
月
か
ら
小
学
校

３
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん

■
利
用
日
時　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　
　
　
　
　

８
時
～
18
時

　
（
休
室
日
）
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
祭
日
・

　
　
　
　
　
　

12
月
29
日
～
１
月
３
日

■
利
用
料
金（
１
日
あ
た
り
）

４
時
間
ま
で�

１
，
０
０
０
円

４
時
間
を
超
え
る
場
合�

２
，
０
０
０
円

■
申
込
み
・
お
問
い
合
せ

揖
斐
厚
生
病
院（
℡
２
１
‒
１
１
１
１
）

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
土
日
祝
日
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
）

※
か
か
り
つ
け
医
の「
診
療
情
報
提
供
書
」、

「
利
用
申
込
書
」「
保
育
に
必
要
な
も
の
」

を
お
持
ち
の
上
、
来
室
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場 
子
育
て
支
援
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
２
４
２
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

揖
斐
川
町
第
２
次
男
女
共
同

�

参
画
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た

男
女
共
同
参
画
基
本
法
に
基
づ
き
、
町
で

は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
向
け
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果
や
課
題
、
社

会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、「
一
人
ひ
と
り

が
み
と
め
あ
い
、
と
も
に
幸
せ
に
く
ら
す
ま

ち
」
を
柱
と
す
る
、「
揖
斐
川
町
第
2
次
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン（
計
画
期
間
２
０
１
９

年
度
か
ら
２
０
２
３
年
度
ま
で
の
５
か
年

間
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

お
互
い
に
そ
の
人
ら
し
さ
を
認
め
あ
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
能
力
を
活
か
し
な
が

ら
、
幸
せ
に
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す

る
た
め
、
今
後
も
男
女
共
同
参
画
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

な
お
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
プ
ラ
ン
本
編

や
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
政
策
広
報
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
１
１
３
）

 

平
成
31
年
工
業
統
計
を
実
施
し
ま
す

工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
に
お
け
る
工

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務
が
あ
る
重

要
な
統
計
で
す
。

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
対
象　
従
業
者
４
人
以
上
の

　
　
　
　
　
　

全
て
の
製
造
事
業
所

■
調
査
時
点　
６
月
１
日

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
政
策
広
報
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
１
１
３
）
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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

平
成
31
年
度
留
守
家
庭
児
童
教
室

（
夏
休
み
期
間
）の
入
室
申
請
に
つ
い
て

平
成
31
年
度
留
守
家
庭
児
童
教
室（
夏
休

み
期
間
）
へ
の
入
室
を
希
望
さ
れ
る
保
護
者

の
方
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
児
童　
町
内
在
住
の
小
学
校
１
年
生

～
６
年
生
の
児
童
の
内
、
保
護
者
の
就
労

等
の
事
情
で
、
昼
間
に
児
童
の
面
倒
を
見

る
こ
と
が
出
来
な
い
家
庭
の
児
童
で
、
左

記
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

①
月
に
15
日
以
上
就
労
等
し
て
い
る
こ
と

②
就
労
等
に
よ
り
保
護
者（
祖
父
母
等
含
む
）

が
昼
間
留
守（
概
ね
朝
８
時
か
ら
15
時
以

降
）
と
な
る
児
童
で
開
設
場
所
ま
で
児
童

を
送
迎
で
き
る
家
庭

■
開
室
期
間・時
間

　

７
月
22
日（
月
）～
８
月
30
日（
金
）

　
（
土
・
日
・
祝
日
、８
月
13
～
15
日
は
除
く
）

　

８
時
～
18
時

■
利
用
料
金

・
利
用
料　

９
，
０
０
０
円

・
保
険
料　

３
０
０
円

　

利
用
料
・
保
険
料
は
9
月
2
日
に
口
座
振

替
し
ま
す

・
別
途「
お
や
つ
代
」
と
し
て
７
０
０
円
が

必
要
で
す

■
申
請
及
び
提
出
方
法
　

①
入
室
希
望
者
…
役
場
子
育
て
支
援
課

　

窓
口
ま
た
は
各
留
守
家
庭
児
童
教
室
で
申

請
書
類
を
入
手
い
た
だ
き
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
役
場
子
育
て
支
援
課
窓
口
へ

提
出

②
既
入
室
者
…
別
途
各
教
室
を
通
じ
入
室
希

望
調
査
を
行
う
た
め
、
申
請
は
不
要

■
受
付
期
間

　
５
月
20
日（
月
）～�

５
月
27
日（
月
）の
平
日

　

８
時
30
分
～
17
時
30
分

■
そ
の
他
　
毎
年
夏
休
み
期
間
の
み
開
設
す

る
春
日
小
学
校
内
で
の
留
守
家
庭
児
童

教
室
に
つ
い
て
は
、
別
途
ご
案
内
し
ま

す
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
子
育
て
支
援
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
２
４
１
）

 

普
通
救
命
講
習
会
の
ご
案
内

揖
斐
郡
消
防
組
合
で
は
、
救
急
車
が
到
着

す
る
ま
で
の
わ
ず
か
な
時
間
に
、
そ
の
場
に

居
合
わ
せ
た
人
が
適
切
に
応
急
手
当
を
で
き

る
よ
う
、
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、
異
物
除
去
要
領
、
止
血

法
を
習
得
す
る
普
通
救
命
講
習（
３
時
間
）

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
日

　

５
月
19
日
、
７
月
21
日
、
９
月
15
日
、

　

11
月
17
日
、
１
月
19
日
、
３
月
15
日

※
企
業
、
団
体
、
サ
ー
ク
ル
等
に
つ
い
て
は
、

10
人
以
上
の
場
合
、
開
催
日
以
外
で
も
講

習
の
実
施
が
可
能
で
す
。

■
時
間　
９
時
～
12
時（
３
時
間
）

※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習（
ｅ

－

ラ
ー
ニ
ン
グ
）
を
事

前
に
受
講
す
る
と
、
２
時
間
に
短
縮
さ
れ

ま
す
。

■
場
所
　
揖
斐
郡
消
防
組
合
防
災
セ
ン
タ
ー

■
受
講
対
象
者　
揖
斐
川
町
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
人（
中
学
生
以
上
）

■
申
込
方
法　
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に

揖
斐
郡
消
防
組
合
に
お
い
て
申
込
用
紙
に
記

入
、
ま
た
は
電
話
で
申
込
み

■
参
加
費　
無
料

※
修
了
者
に
は
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
。

　
（
有
効
期
限
３
年
間
）

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部
消
防
署
救
急
係

℡
３
２
‒
０
１
１
９

℻
３
５
‒
２
７
９
７

 

徳
山
ダ
ム
で
観
光
放
流
が
行
わ
れ
ま
す

徳
山
ダ
ム
で
、
普
段
は
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
洪
水
吐
き
ゲ
ー
ト
か
ら
の
観
光
放
流
が

行
わ
れ
ま
す
。
新
緑
に
映
え
る
特
別
な
放
流

を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
放
流
日
時

５
月
３
日（
金
）、
４
日（
土
）

10
時
～
15
時　

30
分
毎
に
計
11
回

（
各
回
５
分
程
度
）。

■
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て

期
間
中
は
、
徳
山
ダ
ム
サ
イ
ト
公
園
駐
車

場
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
藤
橋
城
駐
車
場
お

よ
び
徳
山
会
館
駐
車
場
か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
環
境
協
力
金

中
学
生
以
上　

２
０
０
円

小
学
生　
　
　

１
０
０
円

【
お
問
い
合
せ
】

水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
事
務
所

℡
５
２
‒
０
１
６
６

※
な
お
、
荒
天
な
ど
で
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

�

【
写
真
提
供　
（
独
）
水
資
源
機
構
】

 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の

藤
橋
城
、藤
橋
歴
史
民
俗
資
料
館
の

臨
時
休
業
に
つ
い
て

　
藤
橋
城
・
西
美
濃
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
お
よ
び
藤
橋

歴
史
民
俗
資
料
館
の
臨
時

休
館
日
に
つ
い
て
次
の
と

お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
休
館
日

４
月
30
日（
火
）、
５
月
１
日（
水
）

【
お
問
い
合
せ
】

藤
橋
城
・
西
美
濃
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

℡
５
２
‒
２
６
１
１

 

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

河
川
環
境
に
関
す
る
地
域
の
皆
さ
ん
の
要

望
を
把
握
し
、
河
川
愛
護
思
想
の
普
及
啓
発

を
図
る
た
め
、
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

■
募
集
期
間
　
５
月
７
日（
火
）～
17
日（
金
）

■
募
集
人
員　
５
人（
予
定
）

■
応
募
資
格

・
20
歳
以
上
で
木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所
管

内
の
河
川（
木
曽
川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
、

牧
田
川
、
杭
瀬
川
、
根
尾
川
）
の
近
隣
に

お
住
ま
い
の
方
。

・
川
に
接
す
る
機
会
が
多
く
河
川
愛
護
に
関

心
の
あ
る
方
。

■
手
当　
未
定

参
考
：
平
成
30
年
度
月
額
４
，
５
８
０
円

■
委
嘱
期
間

平
成
31
年
７
月
１
日
～

平
成
32
年
６
月
30
日（
予
定
）

【
お
問
い
合
せ
】

国
土
交
通
省
木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所

℡
０
５
８
‒
２
５
１
‒
１
３
２
６
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平成31年度資源回収実施予定について
　各地区の小中学校などにおいて次のとおり、資源回収が計画されていますので、ご協力をお願いします。
　なお、天候などにより日程が変更になることがありますので、ご注意ください。
■回収するもの
　新聞紙、雑誌、段ボール、布など（エコステーションにおきましては、ペットボトルキャップも回収します）

●いびがわミズみずエコステーション（℡22－1732）日程
①回収時間　10時～ 15時
②回収場所　揖斐川町白樫 内田木材工業
③実施日　　４月27日（土）、５月18日（土）、６月29日（土）、７月27日（土）、８月31日（土）、９月28日（土）、
　　　　　　10月26日（土）、11月30日（土）、12月28日（土）、１月25日（土）、２月29日（土）、３月28日（土）

＊時間や詳しいお問い合せは、各団体へお願いします。
　平成31年度資源回収実施予定については、町ホームページでも確認できます。

【お問い合せ】　揖斐川町役場住民生活課環境衛生係　℡２２－２１１１

●小・中学校日程
北和中学校、大和小学校、北方小学校（合同開催）
	 ５月12日（日）、８月４日（日）、
	 11月24日（日）
揖斐小学校	 ５月12日（日）、11月24日（日）
清水小学校	 ５月19日（日）、11月24日（日）、
	 ２月16日（日）
小島小学校	 ５月19日（日）、11月17日（日）
養基小学校	 ５月25日（土）、11月16日（土）
揖斐川中学校	 ９月７日（土）、11月30日（土）
谷汲小学校	 10月19日（土）
谷汲中学校	 10月19日（土）
春日小学校	 ６月23日（日）、８月25日（日）、
	 11月16日（土）、２月16日（日）

●幼児園日程
おじま幼児園	 ４月22日（月）、11月５日（火）
くぜ幼児園	 ５月12日（日）、11月24日（日）
やまと・きたがた幼児園　10月17日（木）

●いびがわエコドーム日程
①回収時間　９時～ 11時30分
②回収場所　いびがわエコドーム
③実施日　　毎週火・日曜日
※ただし、いびがわマラソン開催日11月10日（日）と年末

年始12月29日（日）、12月31日（火）はお休みします。
　変更になる場合がありますので、くらしのカレンダー

で確認してください。

～地域の身近な相談相手～　揖斐川町の民生・児童委員、主任児童委員
5月12日～18日は活動強化週間です

お住まいの地区の民生・児童委員、主任児童委員が、どなたかわからない場合は、
下記までお問い合せください

【お問い合せ】　揖斐川町役場　健康福祉課　（揖斐川町民生・児童委員協議会　事務局）　℡２２－２１１１

民生委員は、民生委員法に基づいて厚生労働大臣
から委嘱され、活動しています。

地域住民の一人として、それぞれが担当する地域
において、高齢者や障がい者等の見守り・相談活動
を行っています。

また、児童委員も兼ねており、子どもたちが元気
に安心して暮らせるように、見守ることや、子育ての
不安などの相談・支援を行っています。

民生・児童委員とは？
揖斐川町では、全体で73人が活動しています。

□民生児童委員
　揖斐地区　32人　　谷汲地区　11人
　春日地区　  8人　　久瀬支部　  7人
　藤橋地区　  2人　　坂内地区　  5人� 合計65人
□主任児童委員
　町内全体で  8人　　総計73人
○任期は３年で、再任が可能です。

揖斐川町には、何人いますか？

相談内容に応じて、行政機関と連携を取りながら、福祉サービスへのつなぎ役として、支援しています。
活動強化週間には、ひとり暮らしの世帯など、民生児童委員が地域を回ります。
その他、主な活動は、次のとおりです。
・月１回の定例会の開催　・心配ごと相談の実施　・地域ケア会議への参加　・各種研修会への参加
・福祉イベントへの参加 等� ※民生委員には守秘義務があり、相談内容の秘密は、必ず守られます。

こんな活動をしています
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寿
長
ご

さ
ん

3
月
の

島
しま

岡
おか

　武
たけ

三
さぶ

郎
ろう

 さん
95歳（三輪）

山
やま

口
ぐち

　せい さん
100歳（𦙾永）

小
こ

寺
でら

　きみ さん
95歳（春日小宮神）

杉
すぎ

山
やま

　攵
ふみ

江
え

 さん
95歳（谷汲名礼）

御
み

田
た

村
むら

 もゝ ゑ
え

 さん
95歳（新宮）

市
いち

川
かわ

　智
ち

郞
ろう

 さん
95歳（春日美束）

こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を
受

け
ら
れ
、長
寿
の
お
祝
い
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

  

徳
山
湖
自
然
環
境
観
察
会
が

�

行
わ
れ
ま
す
！

　

日
本
一
の
総
貯
水
容
量
を
誇
る
徳
山
湖

を
、
特
別
に
船
で
周
遊
す
る
自
然
環
境
観

察
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
度
か
ら
新
し

い
周
遊
コ
ー
ス
に
か
わ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
実
施
日

５
月
26
日（
日
）、
６
月
９
日（
日
）

６
月
23
日（
日
）、
９
月
15
日（
日
）

９
月
21
日（
土
）、
９
月
29
日（
日
）

10
月
５
日（
土
）、
10
月
12
日（
土
）

10
月
19
日（
土
）、
11
月
２
日（
土
）

■
出
航
時
刻

・
11
時　
　
　

鬼
生
谷
コ
ー
ス

・
13
時
30
分　

西　

谷
コ
ー
ス

・
１
回
約
80
分
間
周
遊

■
定
員　
90
人

・
団
体
20
人
以
上
で
予
約
可
能

・
個
人
予
約
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

■
受
付　
徳
山
会
館

■
環
境
協
力
金

大　
　
　

人　

１
，
３
０
０
円

小
・
中
学
生　
　
　

７
０
０
円

■
注
意
事
項

荒
天
等
で
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
事
務
所

℡
５
２
‒
２
１
１
１（
火
～
金
曜
日
）

  

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
お
知
ら
せ

講
習
会
の
お
知
ら
せ

■
日
　
時　
６
月
13
日（
木
）
15
時
頃
～

�

（
定
期
総
会
終
了
後
）

■
場
　
所　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
な
も
も

　
　
　
　
　

ホ
ー
ル

■
内
　
容　
警
察
の
方
に
よ
る
交
通
安
全
等

講
習
会

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
お
仕
事
の
受
付

自
分
で
は
無
理
だ
が
プ
ロ
に
頼
む
ま
で
も

な
い
仕
事
な
ど
、
お
困
り
の
こ
と
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
ま
ず
は
お
電
話
に
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

（
仕
事
例
）

・
畑
仕
事　

・
草
刈
り
、
草
取
り　

・
簡
単
な
大
工
仕
事　

・
家
具
の
解
体

・
家
事
援
助（
家
の
掃
除
・
食
事
作
り
等
）

・
病
院
等
の
付
き
添
い　

・
剪
定　

・
障
子
、
襖
張
り　

・
軽
作
業　

・
社
内
清
掃　

等

■
会
員
募
集

２
月
～
３
月
に
町
内
各
地
で
平
成
31
年
度

の
会
員
登
録
会
を
行
い
、
多
く
の
方
に
ご
登

録
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
登
録
後
は
、
町
内

の
家
庭
や
企
業
か
ら
依
頼
を
い
た
だ
い
た
仕

事
に
、
得
意
な
分
野
で
就
業
し
、
ご
活
躍
い

た
だ
き
ま
す
。
特
に
春
か
ら
秋
に
か
け
て
の

草
刈
り
や
、
秋
冬
の
庭
木
の
剪
定
の
ご
依
頼

が
多
く
、
対
応
で
き
る
会
員
が
不
足
し
て
い

ま
す
。

経
験
の
あ
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
希
望
者
は

技
術
講
習
会
へ
の
参
加
や
先
輩
会
員
か
ら
の

指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
就
業
に
つ
な

が
り
ま
す
。
60
歳
以
上
の
健
康
な
方
な
ら
ど

な
た
で
も
ご
登
録
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は『
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会
』

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
今
月
の
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会

　

５
月
７
日（
火
）、
21
日（
火
）　

10
時
開
始

（
約
１
時
間
半
か
か
り
ま
す
）

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
‒
０
９
０
７
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岐阜県広報

点字版・音声版をご希望の方は、県庁広報課へご連絡ください
音声版には、ＣＤ（デイジー編集）での提供と
音声用のテキストデータの配信もあります

今月のピックアップ情報

（放送日）木曜 18:53～18:57
（再放送）火曜 21:54～21:58 

※平成31年2月1日現在　※(　)内は前月との比較

1,997,230人（1,265人減）
●県の人口

男／968,695人（533人減）
女／1,028,535人（732人減）

最新の情報は、県庁統計課ホームページでご覧ください。

ボタンを押して
地元情報をゲット!

検索岐阜県 ミナモだより

ウェブサイトでも「岐阜県からのお知らせ」「清流の国ぎふミナモ通信」が見られます。
バックナンバーも公開中！
左記の二次元コードを読み込んでアクセスしてください。

外国人観光客の受け入れ環境の向上に取
り組む観光施設や宿泊施設などに対し
て、整備にかかる費用の補助金を交付し
ています。
●補助事業／Wi-Fi環境整備事業、多言語化整
備事業、決済端末導入準備事業（拡充）など
●申請書／ウェブサイトから入手
●申込先・問／県庁海外戦略推進課
  ☎058（272）8360　

外国人観光客の受け入れ
環境整備事業を補助します案　内

検索岐阜県受入環境整備補助金

検索フィッシュウェイ・サポーター

●募集人数／30人程度
●申込方法／郵送、FAX、メール
●申込期限／6月7日（金）必着
●申込先・問／県庁河川課
  ☎058（272）8593　

「フィッシュウェイ・
サポーター」を募集します募　集

河川などの魚が通るみちを保全する
「フィッシュウェイ・サポーター」を募集し
ます。

検索岐阜県職員採用

県職員採用試験（大学卒程度等）の
受験者を募集します募　集

●試験日／第1次試験 6月23日（日）
●試験場所／岐阜市、東京都
●申込書／人事委員会事務局、各県事務所、
東京事務所などで配布
  ※郵送請求やウェブサイトでも入手可
●受付期間／5月17日（金）まで
  ※当日消印有効
●申込先・問／県庁人事委員会事務局
  ☎058（272）8796

検索ぎふっぱれ

農業を始めたい方や農業法人への就職を
希望する方、農業への参入や農福連携を
検討している企業を対象とした個別相談
会を開催します。
※途中の入退場可
●とき／5月25日（土）13：00～16：00
●ところ／ＯＫＢふれあい会館（岐阜市）
●問／ぎふアグリチャレンジ支援センター
  ☎058（215）1550

ぎふアグリチャレンジフェアの
参加者を募集します募　集

検索清流長良川あゆパーク

鮎の友釣り教室や魚のつかみ取り大会な
どを開催するほか、グルメ屋台や産地直
送野菜の販売などを実施します。
●とき／6月1日（土）、2日（日）
●ところ／清流長良川あゆパーク（郡上市）
●料金／入場無料※有料体験あり
●問／清流長良川あゆパーク
  ☎0575（85）2115

清流長良川あゆパーク
1周年記念イベントを開催します案　内

検索岐阜アソシア

点訳・音訳奉仕員養成講習会を
開催します募　集

●とき／6月～2020年3月（全29回）
●ところ／
 【点訳奉仕員】視覚障害者生活情報センター
ぎふ（岐阜市）
 【音訳奉仕員】視覚障害者生活情報センター
ぎふ（岐阜市）、高富中央公民館（山県市）

●定員／各20人（先着申込順）
●申込期限／5月29日（水） 必着
●申込先・問／（福）岐阜アソシア
  ☎058（263）1310
  FAX 058（266）6369

日本スポーツマスターズ2019ぎふ清流大会の
100日前記念イベントを開催します
35歳以上のアスリートが集まるス
ポーツの祭典「日本スポーツマス
ターズ」を9月に岐阜県で初めて開催
します。今回は、開催100日前の記
念イベントとして、大会アンバサダー
の金藤理絵さんや中日ドラゴンズ

OB、FC岐阜
によるスポー
ツ教室などを
実施します。

検索日本スポーツマスターズぎふ清流大会

◆

◆

◆

◆

6月15日（土） 10：00～16：00
岐阜メモリアルセンター（岐阜市長良福光大野2675-28）
入場無料※スポーツ教室は要申込

／
／
／

と き
と こ ろ
料 金
問 ／県庁地域スポーツ課　☎058（272）1894

（上）大会アンバサダーの
　  金藤理絵さん
（左）野球教室の様子

関ケ原 春の武将イベントを
開催します

◆

◆

◆

◆

5月25日（土）、26日（日） 10：00～16：00
笹尾山グラウンドなど（関ケ原町関ケ原1167-1）
入場無料

と き
と こ ろ
料 金

／
／
／

問 ／県庁関ケ原古戦場整備推進課　☎058（272）8396

関ケ原の戦いや東
西対決にスポット
をあてたイベントを
開催します。天下分
け目の関ケ原「東西
人間将棋」や棋士と
めぐる古戦場ウォー
キング、関ケ原の戦
いを再現する寸劇、
東日本と西日本の麺や肉の有名店による「東西グルメ対決」
などを実施します。

天下分け目の関ケ原「東西人間将棋」

検索みる!しる!かわる!関ケ原

県政広報テレビ番組 
「ぎふ県政ほっとライン」

放送中

Facebook「清流の国ぎふ」
ミナモだよりで情報発信中!!

ぎふチャン(8ch)データ放送で
「岐阜県からのお知らせ」も配信中！



窓口だより

広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて「広報掲載申込書」をお出しください。
窓口では、婚姻、養子縁組などの戸籍届出に来られた方の本人確認を行っています。（詳細は町のホームページに掲載）
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  7日（火）	 固定資産税　1期分・全納
	 軽自動車税　全期分
31日（金）	 国民健康保険税 1期分
納め忘れのないように早めに納めましょう。
また、口座振替で納付されている方は、納期限前日までに
預貯金残額の確認と入金をお願いします。

※町税などの納付は安全で便利な口座振替で
※コンビニでも納付できます
※家屋を取り壊したら届出をお忘れなく

自動車税の納期限は５月31日（金）です
納付方法等は自動車税の納税通知書（５月７日発送）を
ご覧ください。
【自動車税に関するお問い合せ】
　岐阜県自動車税事務所　℡０５８- ２７９- ３７８１

  3日（金・祝）　子ども歌舞伎特別披露
  3日（金・祝）～４日（土・祝）
	 徳山ダム観光放流
  4日（土・祝）～５日（日・祝）　いび祭り
12日（日）	谷汲参道新緑まつり
18日（土）	揖斐川町スポーツ少年団交流大会
	 青少年育成町民会議総会
26日（日）	揖斐川町消防操法大会

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

合　　 計 21,138（�－ 60）10,165 10,973 8,010（� 15）

揖斐川地域 15,837（�－ 30） 7,649 8,188 5,735 （� 21）

谷汲地域 2,932（� － 6） 1,405 1,527 1,096 （� 1）

春日地域 913（�－ 10） 443 470 455 （� － 1）

久瀬地域 877（� － 6） 402 475 384 （� － 1）

藤橋地域 224（� － 2） 110 114 140 （� － 3）

坂内地域 355（� － 6） 156 199 200 （� － 2）

出生 6人 /死亡 33人 /転入等 105 人 / 転出等 138 人
〈平成 31年 4月 1日現在〉

地　区 氏 　 名 年齢

北 方 ２ 区 松 浦 照 子 87

北 方 ３ 区 宮 田 種 子 90

北 方 ５ 区 林 　 幹 夫 85

桂 服 部 　 幸 91

房 島 ２ 区 富 田 輝 子 94

下 新 町 𫝆 西 　 豊 86

清 水 坪　井　千代子 93

上 野 山 田 国 雄 69

谷 汲 深 坂 鈴 木 俊 和 86

谷 汲 大 洞 竹 中 昌 子 75

谷 汲 名 礼 平 野 薫 子 91

谷 汲 名 礼 平　尾　新之助 96

谷 汲 徳 積 大 口 新 一 95

谷 汲 徳 積 青 木 孝 男 66

谷 汲 徳 積 汲 田 和 子 91

谷 汲 岐 礼 山 本 　 力 80

谷 汲 長 瀬 國 枝 　 清 96

谷 汲 長 瀬 杉 山 征 夫 78

春 日 六 合 所 　 隆 行 75

春 日 川 合 小　寺　より子 94

樫 原 日下部　良　一 88

西 津 汲 高 橋 愼 市 73

地　区 赤 ち ゃ ん お父さん お母さん

伊 尾 野 川
かわ

口
ぐち

鈴
すず

峯
ね

雄 太 奈 菜

清 水 若
わか

原
はら

由
ゆ
依
い

伸 洋 麻 美

谷 汲 岐 礼 鳥
とり

越
ごえ

梓
し
月
ずく

明 明 美

夫 妻

太 田 拓 也（ 桂 ） 川 﨑 裕 子（岐阜市）

Okuyami死亡　おくやみ申し上げます

納期限のお知らせ

Population人口

出生　お誕生おめでとう Birth

5月の主な行事

平成31年３月届出分

婚姻　幾久しくお幸せに Marriage
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